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三春滝ザクラ天然記念物指定100周年記念事業

三春滝ザクラフォト・アートコンテスト募集

応募期間：令和４年5月 1日（日）～令和４年６月30日（木）

　三春滝ザクラの魅力を発信し全国にPR することを目的に、三春滝ザクラを題材としたフォト・アートコンテストを

実施します。応募に関する詳細は、「Find! 三春」ホームページでお知らせします。

○応募部門

　①フォトコンテスト　②アート（絵画、工作、切り絵など）コンテストの２部門

○応募資格

　・全年齢どなたでも応募可

　・一人１部門につき１作品まで

◯応募方法・形式

　・規格　

　　①フォトコンテスト／カラープリント、四つ切サイズ、横のみ

　　②アートコンテスト／縦横自由、B3サイズ程度までの絵画、切り絵または縦、横、

　　　高さの合計が 100 センチ程度の工作

　・提出先／応募用紙を添えて下記応募先まで、持参または郵送してください。

　・応募期間／令和 4年 5月 1日（日）～令和 4年 6月 30日（木）

○表彰

　・最優秀賞　１点／３万円相当の賞品

　・優秀賞　　３点／１万円相当の賞品

　・特別賞　　５点／５千円相当の賞品

　※応募者全員に 100 周年記念事業オリジナルグッズを贈呈

▼問・応募　〒963-7751　福島県田村郡三春町字北町10　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　（株）三春まちづくり公社（三春滝ザクラフォト・アートコンテスト係）　☎ 62-3690

フォト部門 アート部門

Find! 三春
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令和4年三春だるま市を開催しました
　１月 16日、大町おまつり道路において、新春の恒例行事「三春だるま市」を開催しました。

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、一部規模を縮小しての開催となりましたが、だるまを買

い求める多くの方で賑わいました。

　オープニングセレモニーでは、希望の一文字入り特大だるまが披露されました。

▼問　（株）三春まちづくり公社観光部　☎ 62-3690

　　　産業課　商工観光グループ　　  　☎ 62-3960

令和４年希望の一文字
　12月 25日、福聚寺本堂において、玄侑宗久氏による希望の一文字の揮毫（きごう）が行われました。

　　　　　　　　　　　　　　　今年の一文字

　この文字は本来、死体を後ろから木で支えている形の象形文字である。動詞としては「久す」と言い、支える意

味になる。

　死体を意味する文字が「久遠」や「永久」など「ひさしい」意味になるのは、生はつかのまで死後の世界こそ永

遠だと信じた古代の人々の考え方による。

　自然災害にせよ人災にせよ、今年は「虎」のように恐ろしい出来事が予想される。こちらも「虎」の如く、「寅（つ

つ）しみ」深く進むことで「久しき」ものをより久しく保ちたいものだ。

玄侑 宗久

玄侑宗久氏による一文字揮毫のようす

「久」
ひさしい



4
広報みはる
令和４年2月号

広報みはる
令和４年 2月号

三春町申告受付会場について
※広報みはる１月号を併せてご覧ください。

○町県民税申告書の郵送・提出

　町県民税申告書は、郵送または提出することができます。

　ご自宅で作成した申告書を三春町役場税務会計課にご送付いただくか、税務会計課窓口にお持ちください。

○申告相談の事前予約について

　本年より、申告相談は「事前予約制」での受付となりますので、下記方法で予約をお願いします。事前予約
をしていない方の相談受付はできません。予めご了承ください。

・相談期間　　２月 16日（水）～３月 15日（火）　午前９時～午後 4時 30分

　　　　　　　※土日祝日を除く

・相談場所　三春町役場・１階多目的ホール
　※昨年および広報みはる１月号の内容から変更になっています。ご注意ください。

○申告資料の事前準備等

　・医療費控除の適用を受ける場合は、「医療費控除の明細書」を作成の上ご来場ください。

　・営業・農業・不動産所得がある方は、収支内訳書の事前作成にご協力お願いします。

　・退職所得のある方が確定申告する場合、退職所得を含めて申告する必要があります。源泉徴収票を忘れずに

　　お持ちください。

　※販売目的でない農業所得について申告する場合は、雑所得になりますのでご注意ください。

○申告会場における感染症拡大防止のお願いについて

 ・申告会場へはマスクを着用してご来場ください。

 ・来場前に体温を測り、37.5 度以上の発熱がある場合は、来場をご遠慮ください。また、来場時に発熱が確認さ

　れた場合、入場をお断りしますので、予めご了承ください。

 ・会場スペースの関係上、十分な待合スペースが確保できない場合には、お車の中など会場外でお待ちいただくこ

　とをお願いする場合がありますので、ご理解とご協力をお願いします。

▼問　税務会計課　課税グループ　☎ 62-8127　FAX62-5155

２．往復ハガキ予約

　　〈受付期間：1月11日～2月10日（木）〉

　①往信ハガキに郵便番号、住所、申告者本人の氏名

　　（フリガナ）、電話番号、生年月日、都合が悪い日

　　（３日程度）を記入し、下記宛先に郵送。

　　※返信ハガキは記載不要

　　〒963-7796三春町役場　税務会計課　確定申告

　　予約担当宛

　②２月15日（火）までに届く返信ハガキで日付、時間を確認

　③当日に受付で返信ハガキを提示

※ハガキ予約の注意点

 ・状況により予約できない場合があります。予約が取れ

　ない場合でも返信ハガキでその旨を連絡します。

 ・１人につき１枚のハガキで予約してください。

１．インターネット予約

　　〈受付期間：1月11日 午前10時～3月15日（火）〉

　①町HPにあるリンクまたはQRから予約サイトへ

　②必要事項を入力し送信

　③仮予約受付メール内のURL から予約を完了させる

　④予約完了メールが届く

　⑤当日に受付で確認メール画面もしくは確認メール

　　を印刷した紙を提示

　　ネット予約のメリット

　　　○手続きが早い

　　　○希望の日時を選べる

　　　○即時に予約

　　　　　　　　　　　　　　　予約はこちら
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所得税確定申告について

○ご自宅から確定申告してみませんか

 ・申告の内容でご不明な点は、最寄りの税務署へお問合せください。

 ・初めて ID・パスワード方式での申告を希望される方は、本人確認書類（免許証等）を持参のうえ、最寄の税務

　署で交付を受けてください。

○郡山税務署確定申告会場の入場整理券の配布

　会場内の混雑緩和のため、確定申告会場の入場には、入場できる時間枠が指定された「入場整理券」が必要です。

　入場整理券の配布方法は各会場で当日配布されるものと LINE アプリから事前申し込みの方法があります。

　また、入場整理券の配布状況に応じて、後日の来場をお願いする場合があります。

　・LINEアプリでの入場整理券取得方法

　　① LINE アプリから国税庁 LINE 公式アカウントを友達追加

　　②トーク画面から「相談を申し込む」を選択

　　③税務署や来場希望日時を選択

　　④内容を確認して「申込」をタップすれば完了

　　※確定申告会場の入場時に申込完了画面を提示してください。

○郡山税務署確定申告会場の開設

　・開設場所　南東北総合卸センター

　・開設期間　２月16日（水）～３月15日（火）

　・開設時間　午前９時30分から午後４時まで

▼問　郡山税務署（代表）☎ 024-932-2041

※税務署への問合せは、自動音声案内によりご案内しております。

友だち追加は
こちら
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地域とともに歩む学校！［小学校編］
　小学校の教育活動の中には、日頃の教科の学習をはじめ、「総合的な学習の時間（3～ 6年）」や「生活科（1・

2年）」の学習などにおいて、学校と地域が協力し一体となって推進する教育活動がたくさんあります。

　各学校が、それぞれ特色ある教育活動をとおして、児童生徒が自分が住んでいる地域のことを知り、また

地域の方々とのふれあいをとおして地域と積極的に関わり、郷土を愛する心の醸成に取り組んでいます。

地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

　本校の教育目標は、「豊かな心をもち、よく考え進んで表現できる、心身ともにたくましい実践力のある児童の育成」で

す。めざす児童像は、なかのよい子（情）、かんがえる子（知）、つよい子（体）、まじめな子（意）の４つです。「な・か・つ・

ま」が頭文字になっているので覚えやすく、子どもたちの「合い言葉」にもなっています。

　新型コロナウイルス感染症の拡大予防対策が進む中、「子どもたちの学びを止めない」を合い言葉に、昨年できなかっ

た体験や行事を工夫して行ってきました。行事の度に、子どもたちが実行委員会を立ち上げ、自らが主体的に行事を作り

上げることが中妻小学校の「伝統」です。今年度も地区連合での開催はかないませんでしたが、5月に実施した「運動会」、

11月には、入場制限を行ったり、動画配信により一箇所に集中しないように工

夫をしたりしながらも、子どもたちが精一杯に学習成果を発揮した「なかつま

秋祭り」を行うことができました。本番までにスローガンを募集して決めたり、大

きな看板を作成したりと、児童が本気で行事に向かう時、中妻小学校の子ども

たちの笑顔がキラキラと光ります。本番では、保護者やご家族の方々から大き

な拍手を受け、さらに子どもたちは、真剣で充実した表情になります。自分たち

でよく「かんがえ」、何事にも「まじめに」取り組むことができる「なかつまっこ」

を、地域で輝く人材となるように大切に育ててまいります。

広報１月号８ページ「新春こどもインタビュー」について誤りがありましたのでお詫びして訂正いたします。

○要田小児童　②「令和３年、特にがんばったことは何ですか？」

　「陸上練習をがんばりました。朝と業間、体育の時間にたくさん走り、10月の校内駅伝大会では、1.4 ㎞のコース

を練習の時より１分以上タイムを更新しました。また、家の手伝いをがんばりました。お皿運び、料理や洗濯もやり

ました。家族の役に立ててうれしかったです。」

三春小４年／総合

「どんな職業があるのかな」

中妻小５年／社会科

「米づくりについて学ぼう」

岩江小５年／家庭科

「ミシンボランティア」

中郷小１～３年生活科／総合

「地域のブルーベリー園での摘み取り体験」

御木沢小６年／社会科

「戦争の話を聞く会」

沢石小１・２年／生活科

「さつまいもほり体験」
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令和３年度子育て世帯への臨時特別給付金

申請受付中です

　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、子育て世帯の生活を支援する取り組みの１つとして

「臨時特別給付金の支給事業」を実施しています。

　給付金の支給を受けるには、申請が必要な場合と不要な場合があります。

　詳細については、町のホームページからご確認ください。

　・申請が不要な方については、12月と 1月の 2回に分けて、給付金を支給しています。

　・申請が必要な方の申請期限は、3月 31日（木）です。

▼問　子育て支援課　子育て支援グループ　☎ 62-0055

インターネットで施設予約ができるようになります

　３月１日（火）から、三春町施設予約システムが利用できるようになります。

　三春町施設予約システムは、三春町役場・三春交流館「まほら」・ライスレイクの家・三春町社会体育施設（一

部施設を除く）の空き情報確認や使用申請をインターネットから予約できるものです。

　ご利用になるには、事前に利用者登録が必要となりますので、２月１日（火）以降、町ホームページまたは使用

したい施設の窓口で登録を行ってください。

　なお、施設予約の申請受付は窓口でも従来どおり行いますので、安心してご利用ください。

○登録に必要な必須項目

　団体名、代表者（担当者）氏名や住所、電話番号やメールアドレスなど

○登録に必要な書類

　登録情報を確認するために、団体または個人の証明ができる書類の提示を求めることがあります。

　詳しくは町ホームページをご覧ください。

▼問　三春交流館「まほら」　　　　☎ 62-3837

　　　 財務課　管理契約グループ　　☎ 62-2132　

65歳以上の方へ　新型コロナワクチンの追加接種

（３回目接種）のお知らせ
　65歳以上の方に、追加接種（3回目接種）を行います。

　町民第 2体育館では 2月 5日（土）から集団接種を、町内医療機関（三春病院、石川医院、せんざき医院、の

ざわ内科クリニック、むとう整形外科クリニック、矢吹医院、雷クリニック）では、2月 7日（月）から個別接種

をそれぞれ開始します。

　今回は、あらかじめ日時や場所を指定して通知をしますので、予約の必要はありません。

　また、変更やキャンセルなどの場合はワクチン予約センター（0247-61-7311）へお電話ください。

　※町内医療機関での直接の電話予約受付は行いませんのでご注意ください

　65歳未満の方の予約方法などについては、広報１月号と併せて配布した「新型コロナワクチンの追加接種につ

いて」のチラシをご覧ください。

▼問　新型コロナウイルス感染症対策本部　☎ 62-8125

　　　　　　　　　　　保健福祉課　　　　　　　　　　　　☎ 62-5110　FAX62-0202

町HP

町 HP
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三春の里ベクレルセンター（令和 3年 10月 1日から 12月 28日までの測定結果）
○三春の里ベクレルセンターは、公的認証機関ではないため、簡易検査として実施しています。

　測定結果は、あくまでも参考であり、これを出荷および摂取制限等の根拠とするものではありません。
○測定結果は町で記録・公表するほか、放射線対策のため国・県に提供します。

○これらの検体は、個人が自家用に使用するためのものであり、産地も必ずしも三春町であるとは限りません。

　農家が生産し出荷している農産物は、県のモニタリング調査で管理されており、基準値を超えるものが流通・販
　売されることはありません。

一般食品の基準値 :100 ベクレル /kg（平成 24年 4月 1日から）

※検出限界値 20ベクレル /kg 未満
○食品中の放射性物質の傾向

　・山菜やきのこを除いて、ほとんどのものが 20ベクレル /kg（検出限界値）未満です。
　・きのこ類では、野生きのこが基準値を超えていることが多いです。
　・一般食品の基準値は 100 ベクレル /kg です。基準値を超えるものは摂食を控えた方が良いでしょう。

▼問　住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147

食品等の放射性物質（セシウム）検査結果をお知らせします

区　分 例　示

合　　計

最大値
（ベクレル/kg）

検体数（件）
総検体数

219

24

6

4

5
19
1
6

284

219

24

6

3

5
19
1
6

283

0

0
0

1

0
0
0
0

1

※

※
※

164
（クリノキモダシ）

※
※
※
※

100ベクレル以下のもの 100ベクレルを超えたもの

野　菜

豆　類
山　菜

きのこ

穀　類
果　実
加工食品
その他

大根、白菜、里芋、小松菜、カボチャ、キャ
ベツ、ネギ、ブロッコリー、ホウレンソウ等…

サクラシメジ、ヒラタケ、シイタケ、ホウキ
タケ、コウタケ、マツタケ、シロシメジ、チャ
シメジ、ナメコ等…

枝豆、ささぎ豆、黒豆、大豆、小豆等…

キウイフルーツ、りんご、柿等…
キウイフルーツ等…
干柿、梅干等…
猪肉等…

フキノトウ等…

２人に１人が持っている !?
　つくってみよう、マイナンバーカード

三春町では約 50％の人が

マイナンバーカードを持っているよ

まだ持っていない方は申請してみよう！

通知カードと本人確認書類２つを持って役場へお越しください
通知カードをなくしてもマイナンバーカードの申請はできます

窓口で申請される場合には、無料で写真撮影もしています

窓口で！

＋

▼問　住民課　住民グループ　☎ 62-8126

・身分証として

・電子本人確認

・マイナポイントの申請

・保険証利用

こんな時に使えます

このほか

・身体障がい者手帳・介護保険証

・子育て医療受給者証・母子手帳

　　　　　　　　　　　　　など
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　毎月第３水曜日に開催していた「さくらマルシェ」

　好評につき 2月・3月も屋内にて開催します。

　ぜひ、ご利用ください。

○第 2・第４水曜日　午前 11時～午後 1時

○三春病院　受付前待合にて

○毎回、２店舗ずつ出店

　2月 9日

　　・ブリキイヌ（コーヒー、スイーツ、パン）

　　・シリウス（作業所作品：ジャム、のり、フランクフルト）

　3月 9日

　　・桜工房（おこわ、いなり寿司、シフォンケーキ、お惣菜）

　　・エクリュ イースト（自家製酵母パン、米粉のケーキ）

　3月 23日

　　・ブリキイヌ（コーヒー、スイーツ、パン）

　　・アグリット（愛ニンニク、ニンニク加工品）

　　　　※感染拡大の状況により中止することもございます。

　発熱での受診が急激に増加しています。

　発熱で受診を希望される場合は、来院する前に電話でのご連絡をお願いします。

　新型コロナウイルスを含めた感染症拡大防止のため、院内感染防止のためにご理解、

　ご協力をお願いします。

　※発熱の場合、別室での対応・車内待機などをお願いする場合がありますのでご協力ください。

　　　三春病院　予約専用電話　73-8155
　　　　受付時間　8：30～ 11：30、13：00～ 15：00

町立三春病院News町立三春病院News町立三春病院News

☎ ☎

ミニさくらマルシェを開催しています

発熱で受診の際は、事前連絡をお願いします

※当日参加も受付けています。

※医療・介護・福祉に関するご相談に専門スタッフが対応します。

※新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、中止や変更となる場合があり

　ますので、三春病院ホームページをご覧ください。

▼問・申込　☎ 73-8180（総合相談課）

オレンジカフェ☆さくら　（毎月1回木曜日開催）

　認知症の方やそのご家族、地域の方の交流の場です。

　健康な生活のためのミニ講座や頭と体を同時に動かす体操を行っていますのでぜひご参加ください。

▶　会　場：三春町役場 2階　さくらホール

▶　参加費（お茶・お菓子代）：100 円

▶　日　時：2月 3日（木）　午前 10時～ 11時 30分

▶　内　容：健康体操、健康講座「アレルギーについて」
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３
年　

ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
）
が
、

本
大
会
に
臨
み

ま
し
た
。
会
田

君
は
「
あ
し
た

死
ぬ
か
も
よ
？
」 （
ひ
す
い
こ
た
ろ
う
著　

デ
ィ

ス
カ
ヴ
ァ
ー
・
ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン
出
版
）
に
つ

い
て
、 

経
験
談
を
交
え
な
が
ら
熱
い
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
披
露
し
ま
し
た
。
「 

こ
の
本
に
出

会
っ
て
、
毎
日
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、 

ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
で
の
全
国
大
会
出
場
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

全
国
の
人
に
読
ん
で
も

ら
い
た
い
。」 

と
の

内
容
を
堂
々
と
発

表
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
結
果

は
見
事
に
優
秀
賞

を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
、
生
徒
観
察
か
ら
教
員
自
身
の

学
び
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
授
業
研

究
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
新
し
い
視
点
で
の
授
業
研
究
は
、
５

月
に
来
校
さ
れ
た
麻
布
教
育
研
究
所
の
永
島

孝
嗣
先
生
に
よ
る
ご
指
導
を
も
と
に
ス
タ
ー

ト
し
、
今
回
で
５
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

５
回
目
と
な
る
授
業
研
究
は
、
11
月
22
日

に
鈴
木
浩
二
先
生
（
地
歴
公
民
科
）
が
行
い
、

６
回
目
は
12
月
15
日
に
阿
部
明
子
先
生
と
小

針
健
朗
先
生
が
数
学
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

い
つ
も
と
勝
手
が
違
う
雰
囲
気
に
、
は
じ

め
は
緊
張
を
隠
し
き
れ
な
か
っ
た
生
徒
も
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
生
徒
た
ち
は
次
第
に

参
観
者
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
授
業
に
集
中

で
き
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

参
観
者
の
視
線
は
授
業
者
で
は
な
く
生
徒

へ
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

参
観
者
は
、
授
業
内
容
や
授
業
者
へ
の
批

評
で
は
な
く
、
「
生
徒
が
ど
の
よ
う
に
学
ん

で
い
た
か
」
の
観
察
を
と
お
し
て
、
自
ら
の

気
付
き
や
学
び
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　

授
業
研
究
終
了
後
に
は
、
参
観
者
が
生
徒

観
察
を
と
お
し
て
何
に
気
付
き
、
何
を
学
ん

つ
か
め
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
人
間
の
多
様
性
や

人
間
の
強
さ
、
す
ご
さ
に
つ
い
て
身
を
も
っ
て
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

12
月
７
日
、
10
月
の
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会

議
に
お
い
て
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
育

成
８
位
指
名
を
受
け
た
佐
久
間
拓
斗
（
体
育

科
３
年
）が
三
春
町
役
場
を
表
敬
訪
問
し
ま
し

た
。
坂
本
浩
之
町
長
を
は
じ
め
、
町
職
員
の
方
々

が
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
、た
く
さ
ん
の
激
励

の
御
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
佐
久
間
は
、「
三
春
町
の

方
々
を
は
じ
め
、
沢
山
の
方
々
か
ら
激
励
の
御

言
葉
を
頂
き
、心
か
ら
感
謝
す
る
と
共
に
、心
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。一
軍
を
目
指
し
、こ
の
よ
う

に
激
励
し
て
く
だ
さ
る
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
練
習
に
励
ん
で
き
た
い
。」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
の
皆
様
か
ら
は
横
断

幕
を
贈
呈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
方
々
の
ご
恩
を
忘
れ

ず
、
新
年
か
ら
は
福
岡
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
い
ま
す
の
で
応
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

だ
か
を
共
有
す
る
研
究
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
授
業
者
へ
の
批
評
や
褒
め
る
だ
け
の

言
葉
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
参
観
者
全
員
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
「
気
付
き
や
学
び
」
を
発
表
し
、

他
者
か
ら
さ
ら
に
新
た
な
「
気
付
き
や
学
び
」

を
得
る
こ
と
が
研
究
協
議
の
目
的
で
す
。

　

５
回
目
と
は
い
え
、
本
校
の
新
し
い
授
業
研

究
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
教
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
や
授
業
改
善
、
そ
し
て
よ
り
よ
い

学
校
改
革
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

12
月
３
日
、「
あ
す
チ
ャ
レ
！ 

Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
行
事
は
県
教
育
委
員
会
が
主
催
す

る
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
推

進
事
業
」の
一
環
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。（
プ
ロ

グ
ラ
ム
提
供
：
日
本
財
団
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

　

講
師
と
し
て
１
９
９
２
年
バ
ル
セ
ロ
ナ
大
会

か
ら
２
０
０
４
年
ア
テ
ネ
大
会
ま
で
４
期
連
続

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
出

場
の
神
保
康
広
さ
ん
を
迎
え
、実
際
に
車
い
す
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
用
の
競
技
用
車
い
す
に
乗
っ
て

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
最
初
は
車
い
す
の
操
作
に
戸
惑
っ
て
い
ま
し

た
が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
楽
し
そ
う
に
競
技
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
講
演
を
い
た
だ

き
、ご
自
身
の
経
験
を
交
え
な
が
ら
貴
重
な
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
リ
ア
ル
な

声
を
聴
く
こ
と
で
、こ
れ
ま
で
見
て
い
た
景
色
が

変
わ
り
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
き
っ
か
け
が

　

11
月
15
日
、
令
和
３
年
度
芸
術
鑑
賞
教
室

を
行
い
ま
し
た
。

　

芸
術
鑑
賞
教
室
は
年
に
一
度
の
学
校
行
事

で
す
。
本
校
で
は
音
楽
、
古
典
芸
能
、
演
劇

の
３
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
輪
番
で
行
っ
て
お

り
、
今
年
度
は
音
楽
（
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
）
で

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
を
徹
底
し
、
午
前
と
午
後
の
２
回
に
分

け
て
公
演
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
本
校
に
お
招
き
し
た
の
は
秋
田
県

に
あ
る
劇
団
わ
ら
び
座
の
方
々
で
す
。
公
演

の
内
容
は
、
江
戸
末
期
か
ら
明
治
初
期
に
か

け
て
ア
イ
ヌ
民
族
擁
護
の
立
場
を
貫
き
な
が

ら
蝦
夷
地
開
拓
に
携
わ
っ
た
探
検
家
・
松
浦

武
四
郎
の
半
生
を
描

い
た
も
の
で
す
。
ス

ト
ー
リ
ー
の
内
容
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
役

者
さ
ん
た
ち
の
気
迫

溢
れ
る
演
技
に
魅
了

さ
れ
、
体
育
館
の
隅
々

ま
で
に
も
響
き
渡
る

声
量
に
圧
倒
さ
れ
、

あ
っ
と
い
う
間
に
幕

が
閉
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
芸
術
に

触
れ
る
こ
と
で
生
徒
達

の
感
性
が
高
ま
り
、
関

心
が
広
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

「
令
和
３
年
度
第
７
回
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

福
島
県
大
会
」
が
、
11
月
20
日
に
福
島
市
と

う
ほ
う
・
み
ん
な
の
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
校
か
ら
は
、
９
月
に
行
わ
れ
た
予
選
会

を
ト
ッ
プ
で
通
過
し
た
会
田
楓
輝
君
（
体
育
科

☎

◆
芸
術
鑑
賞
教
室

◆
佐
久
間
拓
斗
（
福
岡
ソ
フ
ト

　

バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
育
成
枠
８
位

　

指
名
）
三
春
町
を
表
敬
訪
問

◆「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

教
育
推
進
事
業
」「
あ
す
チ
ャ
レ
！

　

ス
ク
ー
ル
」
を
実
施

◆
『
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
』
入
賞
！

◆
授
業
研
究
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☎

☎

研究の現場を見てみよう！

コミュタン福島　2月イベント情報

◆5日（土）・6日（日）　　　 　　削ってつくろう虹色のモチーフ

　　　　　　　　　　　　　　 　　静電気でびっくりショー！！

◆11日（祝）・12日（土）・13日（日）　燃料電池を体験しよう！

　　　　　　　　　　　　　　　 　やじろべえの秘密

◆19日（土）・20日（日）・23日（祝）　森の木で動物のマスコットをつくろう！

◆26日（土）・27日（日）　　　　身近な光るものを探そう

◆環境創造シアター国立科学博物館番組上映　恐竜の世界、マントルと地球の変動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（土日祝日のみ）

☆コミュタンにお手紙を書こう！コミュタンへ手紙を出せるポストが出現！

　「コミュタン」にメッセージを贈ると、素敵なお返事が来るかも・・・！　2月13日（日）まで！

☆クイズラリー inコミュタン福島　クイズに答えて三春町の特産品を当てよう！

　各週ごとに内容が変わるクイズに答えて三春町の特産品を当てよう！　2月17日（木）まで！

☆コミュタン福島についにガチャポンが登場！

　「コミュタン福島謎解きジャーニー」をするとメダルがもらえるよ♪　2月15日（火）～3月31日（木）

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、急遽イベントを中止することがあります。

　詳しくはホームページ上（https://com-fukushima.jp/）で周知させていただきます。

　　　　　　福島県環境創造センター研究部で行っている研究内容について紹介します。
　　　　　　今回は福島県環境創造センター研究部の髙瀬和之さんです。

　私の所属する除染・廃棄物グループでは、除染や廃棄物に関わる放射性セシウムについての研究を行っています。

具体的には、除染した地域における放射性セシウム濃度の時間が経過した時の変化や廃棄物焼却施設および最終

処分場周辺における地下水を含めた放射性セシウム濃度の変化などを定期的に調査しています。

　私自身の研究としては、放射性セシウムや有害金属などを効率的に集め

て取り除くことを目標として廃棄物焼却に関する数値シミュレーションを

行っています。廃棄物を焼却した際の放射性セシウムや有害金属の焼却炉内

での動きや変化を知るためには焼却炉内の様々な現象を正確に把握するこ

とが必要です。しかしながら、焼却炉の内部は800℃を超える高温で燃焼

しているため、簡単に調べることはできません。そこで、数値シミュレーショ

ンの技術を使って焼却炉内でどの様なことが起こっているか予測すること

で焼却炉内の温度分布や排ガスの流れなどを明らかにしています。

○除染や廃棄物に関わる放射性セシウムについての研究

◎研究者

　福島県環境創造センター研究部　主任研究員　髙瀨和之

　有名な「滝桜」を一度は見たいと思っていましたが、4月に福島県に転入し

てから三春町にあることを知りました。「さくらの公園」などもあり、町中が桜

であふれている印象を受けました。
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　12月 12 日、三春軟式野球スポーツ少年団主催による野球体験会が旧桜中学校グラウンドで開催され、野球を

初めて体験する小学生と三春軟式野球スポーツ少年団員の約 30名が参加しました。

　当日は、東北楽天ゴールデンイーグルスの弓削隼人投手と黒川史陽内野手 2名のプロ野球選手を招待し、両選

手はキャッチボールやバッティングなどを通して、子ども達にお手本を見せながら、一人ひとりに丁寧にアドバイ

スしてくれました。

　参加者はプロ野球選手の体の大きさやキャッチボールの早さ、バッティングの打球の速さに迫力を感じながら、

アドバイスを基に実践していました。

　三春軟式野球スポーツ少年団では、団

員を募集しています。また随時、体験も可

能ですので、お気軽にご連絡ください。

▼問　橋本厚枝　☎ 090-6225-9717

　12月 11 日、まほらミュージックプロジェクト第５弾事業「真灯かなた GO-GO ジャズオーケストラクリスマス

コンサート」を開催しました。当日は元タカラジェンヌの真灯さんの華麗な歌声と、GO-GO ジャズオーケストラ

の息の合った演奏が会場全体を包み込み、多くの人が感動のなかクリスマスの雰囲気を楽しんでいました。

　１月８日から 10日にかけて、千葉県南房総市で開催された第５回 CBS 少年軟式野球「６年生選抜」全国大会に

おいて、出場したオール田村が見事優勝しました。

　三春軟式野球スポーツ少年団からは、遠藤想己選手（中妻小）、高橋暁選手（岩江小）、伊藤瞭太選手（三春小）

と橋本優奈選手（岩江小）が参加し、４名とも試合に出場し優勝に

貢献しました。

　大会初日と２日目は８ブロックによるリーグ戦を行い、オール田

村は３戦全勝で決勝トーナメントに進出し、大会３日目はブロック

１位チームによる決勝トーナメントが行われました。

　大会は、北海道・東北・関東・北信越・東海から 30チームがそ

れぞれの予選を勝ち抜き出場しており、オール田村は全国大会初出

場での初優勝となりました。

　出場された選手の皆さんおめでとうございます。

このコーナーでは、最近行われた
行事や三春ならではのアツい話題
などをピックアップしてお伝えし
ています。

野球体験会を開催しました

クリスマスコンサートを開催しました

軟式野球スポ少「オール田村」全国大会優勝

体験会のようす

　12月 27 日、三春軟式野球スポーツ少年団の遠藤想己さん（中妻小６

年）、橋本優奈さん（岩江小６年）、伊藤瞭太さん（三春小６年）、高橋

暁さん（岩江小６年）が、三春町役場を訪れ、昨年 12月４日に行われ

た 2021「東松島市長杯」CBS 少年軟式野球「６年生東北大会」の結果

報告を行いました。

　４名は、東北大会を勝ち進み、第５回 CBS 少年軟式野球「６年生選抜

大会」全国大会に出場するため、併せて出場報告を行いました。

　また、全国大会における活躍を期待し、町長から激励金が手渡されました。

全国大会に出場する選手へ激励金をお渡ししました

左から添田教育長、遠藤さん、橋本さん、伊藤さん、高橋さん、坂本町長
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　12 月 19 日、西方地区で自主防災会活動が行われました。当日は、新たに浮貝地区に設置された消火栓を西

方地区の皆さんと三春町消防団中妻分団で確認するとともに、放水試験が行われました。その後、田村消防署三

春分署の指導のもと、消火器の取り扱い講習が行われ、三春分署長から、たき火などの火災予防や住宅用火災警

報器の講話をいただきました。皆さん一人ひとりが火の取り扱いに注意して、火災の無いよい 1 年にしていき

たいですね。

　12 月 12 日、三春町スポーツ少年団親睦交

流会が三春町民体育館において開催されまし

た。

　町内各スポーツ少年団の 6年生団員、指導

者と保護者ら約 60人が一同に集まり、チーム

対抗によりボッチャやワナゲなどの競技を楽

しみながら、相互の親睦交流も図られました。

西方地区で自主防災会活動を行いました

三春町スポーツ少年団親睦交流会を開催しました

交流会のようす

三春分署指導による消火器取扱い講習浮貝設置消火栓の確認・放水試験

　12月 18日、三春交流館「まほら」で「成年後見制度講演会」を開催しました。

　講師の方が実際に経験した事例を交えながら、成年後見制度とはどのような制度であるのかを学びました。参加

者の方からは、「分かっているようで知らなかった部分が多いと感じた」や、「自分自身のこととして、とても考え

させられる話であった」などの声が寄せられました。

▼問　生涯学習課　生涯学習グループ　☎ 62-3837

成年後見制度講演会を開催しました

講演のようす講師：谷川社会福祉士事務所　社会福祉士　谷川ひとみ氏

　１月４日、三春町交通対策協議会や交通安全協会三春町連合

会、田村警察署および三春町区長会で、今年の交通安全無事故

を祈願しました。

　交通安全協会三春町連合会役員や区長・組長様方のご協力で

取りまとめた無事故祈願署名簿を奉納し、安全運転・安全歩行・

シートベルトの着用・飲酒運転追放を誓いました。

　三春町から悲惨な交通事故を無くすよう町民一人ひとりが交

通安全に努めましょう。

令和 4年交通安全祈願祭を行いました

だるまに目入れをする大内連合会長
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　この度、三春町消防団要田分団の新たな活動拠点となる、要田地

区消防防災センター（旧要田中学校グラウンド敷地内）が完成し、

1月 8日に落成式を執り行いました。

　式には町議会議員、要田地区の各区長およびまちづくり協会長、消

防団員などに参加いただき、新築された防災センターを内覧いただくと

ともに施主である三春町長から施工者である株式会社宗形工務店に感

謝状を贈呈しました。

　この施設は、要田地区の3つの部が 1か所で活動を行うセンター方

式の屯所です。また、防災拠点として、備蓄倉庫の機能を備えた施設

となっており、近年の多種多様化する災害に対応するための、要田地

区の中核となる新たな拠点です。

　本多ユキさん（北町）が1月5日に満100 歳を迎えられ、自宅にて賀寿

贈呈式が行われました。

　本多さんには、福島県より知事賀寿と会津塗り木杯、三春町から賀寿と

祝金、三春町老人クラブ連合会から祝金が贈られました。

　本多さんの長寿の秘訣は、「ご飯を３食しっかりと、好き嫌いなく食べる」

ことだそうです。

　本多さんの益々のご長寿をお祈りします。

本多ユキさん百歳賀寿おめでとうございます
ほん　た

　12月 16 日、福島県中部郵便局長会の会長である早川桂一宮城郵便局長から、「新型コロナウイルス感染症拡大

防止に役立てて欲しい」と、役場庁舎に空気清浄機を１台寄贈していただきました。

　また、12月 22 日には、株式会社たまのやの羽田和德代表取締役社長から、「コロナ禍で活動が制限されている

子どもたちの感染予防に役立

てて欲しい」と、児童生活セ

ンターに空気清浄機を１台寄

贈していただきました。

　役場庁舎では２階桜ホール、

児童生活センターではわんぱ

くクラブにそれぞれ設置し、

来庁される方や子どもたちの

感染予防対策として有効に活

用させていただいております。

空気清浄機を寄贈いただきました

贈呈の様子（郵便局長会） 贈呈の様子（たまのや）

祝　要田地区消防防災センター完成！

落成式が開催されました

　1月 8日、地域で活動している、また活動する意思のある

方を対象に、指導員養成講座を実施しました。スクエアステッ

プは生活習慣病予防をはじめ、健康増進や転倒・認知症予防

の効果があり、子どもから高齢者まで幅広い年齢層の方が楽

しみながら行える運動です。無償で各種団体や地区活動に指

導員を派遣できますので、お問い合わせください。

▼問　保健福祉課　地域推進ケアグループ

　☎ 62-5110　FAX62-0202

新しいスクエアステップ指導員が誕生しました
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　この度、第 60回福島県交通安全県民大会で交通対策協議会表彰

に個人では三春町女性ドライバークラブ会長である角紀子さん、団

体では三春町女性ドライバークラブが受賞され、1月 13 日に三春

町役場にて表彰伝達式が行われました。

　三春町女性ドライバークラブおよび会長の角紀子さんは「飲酒運

転の撲滅」を目的とし、長年三春町の安全・安心のために活動して

おり、その功績が認められ受賞されたものです。

　受賞おめでとうございます。

※団体表彰は民報賞となります。

　12月 24 日、岩江センターにて「岩江地区見守り隊 23名（代表

伊丹勇次郎）」は田村警察署斎藤署長より感謝状を授与され、受賞

式には代表 8名が出席しました。受賞後、岩江駐在所鈴木巡査長同

席の元、斎藤署長や遠藤交通課長と意見交換し、これからも地域の

見守り隊を中心に子どもたちの安全安心を守るため頑張りますと誓

いました。

　村上一夫さん（楽内）が功績者表彰（総務大臣表彰）を、𣘺本光

男さん（渋池）が福島県統計協会名誉会長表彰を受賞され、12 月

10日に三春町役場にて表彰伝達が行われました。

　統計功労者表彰（総務大臣表彰）につきましては、国勢調査指導

員として従事され調査員への指導が特に優秀と認められ、「福島県

統計協会名誉会長表彰」につきましては、統計調査事務に７年以上

従事し成績優秀と認められたため、この度の受賞となりました。誠

におめでとうございます。

　12月 24 日、三春町役場で佐久間信次さん（山中）の叙勲伝達式が開

かれました。佐久間さんは、長年にわたる文化財保護や小学校教育の功

績により、一昨年は福島県の文化財保護功労者表彰と町の特別功労賞、

昨年は文化庁から地域文化功労者として表彰をうけ、この秋の叙勲で瑞

宝双光章に叙されました。

　当日は、福島県教育委員会の本田智枝文化財課長が役場を訪れ、町長

と教育長が臨席する中、佐久間さんに勲章と勲記が伝達されました。

　受賞おめでとうございます。長年のご活躍お疲れさまでした。

第 60回福島県交通安全県民大会の表彰伝達式を行いました

岩江地区見守り隊　感謝状受賞

令和３年度統計功績者表彰（総務大臣表彰）・令和 3年度福島県統計協会名誉会長表彰

佐久間信次さんが瑞宝双光章を受けました

齋藤署長・遠藤交通課長・鈴木巡査長を囲んで記念撮影

左から渡辺統計会長、𣘺本さん、村上さん、町長

叙勲された佐久間信次さん（前列左）

受賞された三春町女性ドライバークラブ
会長の角さん（右）副会長の加藤佐知子さん（左）
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主 な 施 設 の 休 館 日
▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

延　長　業　務
▶

▶

三春交流館運営協会自主事業

　1月 10日、まほらホールにてニューイヤーコンサートを開催しました。日

本フィルによるニューイヤーコンサートは 2016 年に実施して以来久しぶり

の開催となりました。

　当日はたくさんのお客様がご来場され、名曲揃いの演奏を堪能されました。

また、指揮者の坂入健司郎さんから、三春滝ザクラ天然記念物指定 100 周年

記念に対するお祝いのお言葉があり、その後アンコールとしてチャイコフス

キー : 弦楽セレナーデより第 2楽章「ワルツ」の演奏もしていただきました。

　新年にふさわしい華やかなコンサートとなりました。

お客様のご感想

　・やさしい音色で心地よいひとときを過ごすことができありがとうござい

　　ました。

　・春が感じられるプログラムで楽しかったです。

　・坂入さんが楽しそうに指揮をされている印象を受けとても良かったです。

　・名曲演奏がとても素晴らしく明日への活力をもらいました。

　・小学３年の孫が大変感動していました。

弦楽四重奏鑑賞会

出演 :日本フィルハーモニー弦楽四重奏団
 

　1 月 11 日、コミュニティ助成事業の一環でアウトリーチ事業として、三春

中学校 1年生の生徒や教職員の皆さんがまほらホールで弦楽四重奏を鑑賞し

ました。

　日本フィルの 4名の演奏者の皆さんは、

チェロ奏者の山田智樹さん（三春中出身）

による曲目の解説を交えながら、音楽の教

科書にも載っている曲や、桜にちなんだポッ

プス曲などを演奏されました。中学生の皆

さんはプロの生演奏を間近で楽しみ、また、

ホールでの鑑賞マナーを学ぶ機会にもなり

ました。

三春滝ザクラ天然記念物指定100周年記念事業
「まほら」ニューイヤーコンサート2022

コミュニティ助成事業
演奏 :日本フィルハーモニー交響楽団　指揮 : 坂入健司郎

コンサートのようす

弦楽四重奏団のみなさん

指揮者の坂入健司郎さん
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パラリンピックブラインドマラソンの伴走者中田崇志氏を講師に招き、伴走者の

経験から子どもの目標に向かってどのように大人が関わっていくかをお話しして

いただきます。（詳細は19ページ）

子育て講演会　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  【生涯学習課:62-3837】

午後1時30分～

3時

まほらホール

自由席　無料

2月／

12日（土）

三春おやこ劇場第59回鑑賞例会人形劇｢はたけうた」  　　　　　　　　　　　　　　　  【三春おやこ劇場:62-4693】

2月／

26日（土）

劇団赤いトマト（田村市）オリジナル脚本による人形劇です。畑の野菜たちや虫たちの様子

を、四季を通して楽しくうたいあげています。当日から会員になることができます。

4歳以上は、1人月会費800円、入会金200円、保険代200円。3歳以下は無料です。

まほらホール

指定席　会員制

会員以外3,400円

M-NAVI 交流館NEWS
２月のイベント情報

▼問　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837　FAX62-4727

冬季企画展「河野広中の書―無得居士の揮毫―」開催中
　歴史民俗資料館では、河野広中の没後 100 年を前に、広中の書を集めた企画

展を開催しています。

　今回、40点以上の掛軸や額を展示していますが、そのうちの 13点は小松軒

の床の間や壁を飾っていたものです。小松軒は、大正から昭和前期にかけて尼

ケ谷にあった三春を代表する料亭で、河野も度々利用し、小松軒で詠んだ詩の

掛軸も伝わっています。一昨年、子孫の方から河野の書を中心にたくさんの資

料をいただきましたので、今回まとめて展示することができました。

　なお、資料館では没後 100 年に向けて、河野広中の資料を探しています。河

野の書や手紙、関係する資料をお持ちの方は、ぜひお知らせください。

◯期　　間　3月 13日（日）まで

◯時　　間　午前 9時～午後 4時 30分（入館は午後 4時まで）

◯休 館 日　月曜日と 2月 24日（木）

◯入 館 料　一般・大学生等：300 円　小中高校生等：150 円

◇展示解説　2月 5日、3月 5日の午前 10時から

▼問・申込　歴史民俗資料館　☎ 62-5263

趣
味
・
教
養

自然観察ステーション 2月のイベント情報

☎

※星を見る会については、冬季（12月～ 3月）は休業となります。

※事前申込制です。参加を希望される方は実施日の１週間前までにお申し込みください。

※新型コロナウイルス感染症の影響により中止となる場合がございますので、詳細はお問い合わせください。

★ 野鳥と水鳥観察会

　さくら湖周辺の冬の野鳥・水鳥の観察をします。

▶ 日　　時　 2月 26日（土）　午前9時 30分～11時 30分

▶ 集合場所　 ステーション

▶ 持 参 品　 寒くない服装

▶ 参 加 費　 無料
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〈町民図書館　☎ 62-3375　FAX61-1026〉

対　象行　事 日　時 場　所

2月8日（火）　午前11時～11時30分絵本とわらべ唄 乳幼児と保護者、妊婦 町民図書館

　※今後の新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況により変更になる場合があります。

図書館・児童生活センター・子育て支援センター・子育て支援課の今月の行事をお知らせします

〈児童生活センター　☎ 62-8666　FAX62-8669〉

★ すべての申込先は児童生活センター事務室（三春小内）へお願いします。

行　事 日　時 場　所 内　容

2月5日（土）

午前9時45分集合

午前10時～11時

申込期限2月2日（水）

内　容 ：「長縄跳び」
　　　　跳躍力と筋持久力を同時に養える遊びです。郵便屋さんや
　　　　クマさん等、様々な飛び方で長縄名人を目指しましょう！
参加料：100円
持ち物：うわばき・タオル・着替え・水筒
対　象：小学生
申込先：児童生活センター（三春小学校内）・御木沢児童クラ
　　　　ブ（御木沢小学校体育館内）へ参加料を添えてお申し
　　　　込みください。当日欠席となっても返金できませんの
　　　　でご了承ください。

体育館で遊ぼう 御木沢小体育館

2月12日（土）

午前９時30分集合

正午まで

申込期限2月2日（水）

内　容 ： 「サクふわクッキー」
参加料：300円
対　象：小学校2年生以上
持ち物：エプロン・バンダナ・ハンカチ・水筒・筆記用具
申込先：児童生活センター（三春小学校内）・岩江児童クラブ
　　　　（岩江センター内）へ参加料を添えてお申し込みくださ
　　　　い。材料を準備しますので、欠席となっても返金でき
　　　　ませんのでご了承ください。

料理教室
岩江センター

調理室・和室

2月26日（土）

午前９時集合

正午まで

申込期限2月4日（金）

内　容 ： 「野鳥観察！」
　　　　バスで自然観察ステーションに向かいます。
　　　　望遠鏡を使って、さくら湖周辺を元気に活動する野鳥を観
　　　　察しよう。
参加料：無料
持ち物：暖かい服装
対　象：小学生
申込先：児童生活センター（三春小学校内）へお申し込みくだ
　　　　さい。

理科クラブ
三春小

わんぱくクラブ室

2月19日（土）
午前９時30分～
11時30分
申込期限2月4日（金）

内　容 ： 「はらぺこあおむしを作ろう！！」
参加料：150円
対　象：小学校２年生以上
申込先：児童生活センター（三春小学校内）へ参加料を添えて
　　　　お申し込みください。材料を準備しますので、欠席と
　　　　なっても返金できませんのでご了承ください。

おりがみ教室
三春小

わんぱくクラブ室

〈子育て支援センター　☎ 62-0555〉
★開館日時 : 火曜日～金曜日（午前9時～午後4時 30分）　土曜日（午前9時 30分～正午、午後1時～午後4時）

★子育て支援センターでは、一時預かり事業も行っています。詳細については、子育て支援センターまでお問い合わせください。

対　象行　事 日　時 場　所 内容（持参物）

就学前の2月生まれ

のお子さんと保護者

手作りの誕生カードを準備していますので、身長・体重を記入した

り、手形を押したりして仕上げていきます。

※当日、参加できなくても誕生カードを差し上げますので予約を

お願いします。

お誕生会
2月生まれ（要予約）

2月24日（木）

午前11時30分～

11時45分

申込期限2月17日（木）

0歳～1歳位までの

お子さんと保護者

体重測定ができます。成長を確認しながら、お子さんとの時間を

持ってみませんか。離乳食講座の時間があります。栄養士さんから

具体的に話が聞けます。

母子手帳・バスタオルをご持参ください。

のびのびの日
2月25日（金）

午前10時～正午

子育て

支援センター

保育士と一緒にふれあい遊びやお話を楽しむ時間です。おはなし“あのね”
2月2日（水）

午前11時30分から

就学前のお子さん

と保護者

季節のせいさくを親子で自由につくって持ち帰ります。たのしいせいさく 2月18日（金）
就学前のお子さん

と保護者

運動指導士の方と一緒に親子で楽しく体を使った遊びをします。

水分補給の為、水またはお茶をご持参ください。
おやこ運動遊び教室

2月9日（水）

10時15分～11時30分

申込期限2月3日（木）

1歳～3歳までの

お子さんと保護者

〈子育て支援課　☎ 62-0055　FAX62-3232〉

乳
幼
児
健
康
診
査

対　象行　事 日　時 場　所 内容（持参物）

3～4か月児
令和3年10月11日

～11月10日生まれ

母子手帳、問診票、子どもノート、大きめ

のバスタオル

2月15日（火）

個別に案内
三春町保健センター

9～10か月児 母子手帳、問診票、大きめのバスタオル
令和3年4月2日

～4月30日生まれ

2月16日（水）

個別に案内
町立三春病院

1歳6か月児

母子手帳、問診票、大きめのバスタオル、

タオル、歯ブラシ、仕上げ磨き用歯ブラシ、

コップ

令和2年7月10日

～7月31日生まれ

2月17日（木）

個別に案内
三春町保健センター

3歳6か月児
母子手帳、問診票、尿、大きめのバス

タオル、タオル、歯ブラシ、仕上げ磨き

用歯ブラシ、コップ

平成30年8月1日

～8月31日生まれ

2月16日（水）

個別に案内
三春町保健センター
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子
育
て
相
談
日
の
お
知
ら
せ

　

子
ど
も
へ
の
関
わ
り
方
や
子
育
て

に
関
す
る
悩
み
等
を
、
専
門
家
に

相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
、
相
談
日
の
２
日
前
ま
で

（
休
日
の
場
合
は
そ
の
前
日
ま
で
）

に
子
育
て
支
援
課
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
、
完
全
予
約
制
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
お
気
軽
に
保
健
師
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
開
催
日
時

○
場
所

　

役
場
庁
舎
１
階　

相
談
室

○
お
願
い

 

・
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し

　

 

ま
す
。

子
ど
も
・
親
子

○
申
込
方
法

　

以
下
の
必
要
事
項
を
電
話
、
Ｆ

　

Ａ
Ｘ
、
「
か
ん
た
ん
申
請
・
申

　

込
シ
ス
テ
ム
」
の
い
ず
れ
か
に

　

て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

①
氏
名

　

②
電
話
番
号

　

③
参
加
者
数

　

④
託
児
の
有
無

※
先
着
15
名
。
希
望
す
る
方
は
２

　

月
８
日
（
火
）
ま
で
に
お
申
込

　

み
く
だ
さ
い
。

▼
問
・
申
込

　

生
涯
学
習
課

　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
８
３
７

　

℻
62
‐
４
７
２
７

 

・
予
約
日
の
過
去
２
週
間
以
内
に

　

 

感
染
拡
大
地
域
に
滞
在
し
た
場

　

 

合
や
、
発
熱
、
喉
の
痛
み
、
頭
痛
、

　

 

下
痢
、
嘔
吐
な
ど
体
調
不
良
の

　

 

あ
る
場
合
は
、
来
所
前
に
ご
相

　

 

談
く
だ
さ
い
。

▼
問
・
申
込

　

子
育
て
支
援
課

　

母
子
保
健
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
０
０
５
５

　

℻
62
‐
３
２
３
２

「
ま
ま
カ
フ
ェ
み
は
る
」

実
施
の
お
知
ら
せ

　

三
春
町
で
出
産
、
子

育
て
を
し
て
い
く
マ
マ
た
ち
の
出
会

い
と
ふ
れ
あ
い
の
カ
フ
ェ
で
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
今
月
は
個
別
の
相
談
会

に
変
更
し
、
実
施
し
ま
す
。

◯
対
象 

現
在
妊
娠
中
の
方

　
　
　

 

産
後
１
年
以
内
の
マ
マ

　
　
　

 

お
よ
び
対
象
者
の
ご
家
族

◯
内
容

　

・
産
前
・
産
後
の
健
康
相
談

　

・
乳
房
ケ
ア
、
授
乳
に
つ
い
て
の

　
　

相
談

　

・
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
・
身
長
の

　
　

発
育
確
認

　

・
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
や
子
育
て
に

　
　

つ
い
て
の
相
談

　

・
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い

　
　

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

◯
日
時

　

２
月
10
日
（
木
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◯
場
所

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

◯
持
っ
て
来
る
物

　

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
粉

　

ミ
ル
ク
や
お
む
つ
等
の
赤
ち
ゃ
ん

　

に
必
要
な
物

○
ス
タ
ッ
フ

　

助
産
師
、
保
健
師
、
保
育
士

○
そ
の
他 

参
加
は
無
料
で
す
の
で
、

　

２
月
７
日
（
月
）
ま
で
に
子
育

　

て
支
援
課
へ
電
話
で
お
申
込
み
く

　

だ
さ
い
。

▼
問
・
申
込

　

子
育
て
支
援
課

　

母
子
保
健
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
０
０
５
５

子
ど
も
・
親
子

子
育
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ラ
ソ
ン

競
技
で
伴
走
者
（
ガ
イ
ド
ラ
ン

ナ
ー
）
と
し
て
走
ら
れ
た
中
田
氏

を
講
師
に
招
き
、
伴
走
者
の
経
験

か
ら
子
ど
も
の
目
標
に
向
か
っ
て

ど
の
よ
う
に
大
人
が
関
わ
っ
て
い

く
か
を
、
お
話
し
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

６
か
月
か
ら
就
学
前
の
お
子
さ

ん
を
対
象
と
し
た
託
児
を
行
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
開
催
日
時

　

２
月
12
日
（
土
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
３
時

○
会
場

　

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　

ま
ほ
ら
ホ
ー
ル

○
演
題

　

「
大
人
は
子
ど
も
の
伴
走
者
」

○
講
師

　

中
田
崇
志
氏

　

（
陸
上
選
手
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

　

ク
マ
ラ
ソ
ン
伴
走
者
）

○
対
象

　

町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
子
育

　

て
中
の
方
、
子
育
て
に
関
心
の

　

あ
る
方

○
参
加
料　

無
料

公認心理師

① 9:10～10：10

②10:30～11：30
久保木優紀先生15日㈫

①13:10～14：10

②14:30～15：30
横山美香先生3日㈭

①13:10～14：10

②14:30～15：30
横山美香先生23日㈬

① 9:10～10：10

②10:30～11：30
久保木優紀先生11日㈮

2月

3月

開催日

三春町ホームページ広告主募集中！

　詳しくはお問い合わせいただくか、ホームページを

ご覧ください。

　　▼ 広告掲載料　１か月につき１万円

　　　 ※ 連続 12回　10万円

　　▼ 問・申込

 　　　総務課 文書情報グループ

 　　　☎ 62‐8125　FAX61‐1110
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意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
当
月
分
保
険
料
を
当
月

　

末
に
振
替
納
付
す
る
こ
と
に
よ

　

り
、
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
「
早

　

割
制
度
」
も
あ
り
ま
す
。

　

２
年
・
１
年
・
６
か
月
前
納
の

　

申
出
は
２
月
末
日
ま
で
で
す
。

　

詳
し
く
は
年
金
事
務
所
へ
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

日
本
年
金
機
構

　

郡
山
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
４
‐
９
３
２
‐
３
４
３
４

中
高
生
が
外
国
文
化
を
学
び
、

プ
レ
ゼ
ン
を
英
語
で
発
信

　

町
内
の
中
高
生
12
名
が
参
加
し

た
「
三
春
町
青
少
年
国
際
理
解
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
12
月
に
閉
講

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
講
座
を

と
お
し
て
、
異
文
化
理
解
を
深
め

る
と
同
時
に
、
異
年
齢
同
士
の
交

流
を
深
め
、
学
校
の
授
業
で
は
な

か
な
か
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い

幅
広
い
「
学
び
」
に
よ
り
一
段
と

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
感
想
で
す
。

（
一
部
抜
粋
）

Ｙ
・
Ｍ
さ
ん

　

第
6
回
講
座
は
、
ウ
ィ
ス
コ

ン
シ
ン
州
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
市
の

方
々
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ミ
ー

　

（
０
５
０
で
始
ま
る
電
話
で

　

お
か
け
に
な
る
場
合
は
☎
03
‐

　

６
７
０
０
‐
１
１
６
５
）

　

日
本
年
金
機
構

　

郡
山
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
４
‐
９
３
２
‐
３
４
３
４

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

２
年
前
納
で
！

　

「
２
年
前
納
」
を
ご
利
用
い
た
だ

く
と
、
口
座
振
替
で
１
５
，
０
０
０

円
程
度
、
現
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
も
１
４
，
０
０
０
円
程
度
割

引
に
な
り
ま
す
。
ご
利
用
さ
れ
る
場

合
は
申
込
み
が
必
要
で
す
。

◎
現
金
（
納
付
書
）
に
よ
る
前
納

　

任
意
の
月
か
ら
翌
年
度
末
ま
で

　

の
前
納
が
可
能
で
す
。
（
最
大

　

で
４
月
分
か
ら
翌
々
年
３
月
分

　

ま
で
の
２
年
分
の
前
納
が
可
能
）

※
納
付
額
が
30
万
円
を
超
え
る
場

　

合
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
は
で

　

き
ま
せ
ん
。

５
月
以
降
に
前
納
を
す
る
場
合

は
、
年
金
事
務
所
に
ご
相
談
・
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
前
納

　

４
月
分
か
ら
翌
々
年
３
月
分
ま

　

で
の
保
険
料
を
４
月
に
納
付
い

　

た
だ
き
ま
す
。

◎
口
座
振
替

　

（
割
引
率
が
一
番
大
き
い
納
付

　

方
法
で
す
）

　

４
月
分
か
ら
翌
々
年
３
月
分
ま

　

で
の
保
険
料
を
４
月
末
に
納
付

　

い
た
だ
き
ま
す
。
残
高
に
ご
注

○
自
動
車
税
種
別
割
に
つ
い
て

 

・
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部
課
税

　

第
二
課

　

郡
山
市
麓
山
１
丁
目
１
番
１
号

　

☎
０
２
４
‐
９
３
５
‐
１
２
６
１

令
和
３
年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉

徴
収
票
に
つ
い
て

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
令
和
３

年
中
に
厚
生
年
金
、
国
民
年
金
等

の
老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由

と
す
る
年
金
を
受
け
取
ら
れ
た
方

に
、
令
和
３
年
分
と
し
て
支
払
わ

れ
た
金
額
や
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所

得
税
額
等
を
お
知
ら
せ
す
る
『
令

和
３
年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
』
を
１
月
中
に
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
源
泉
徴
収
票
は
所
得
税

お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定

申
告
を
す
る
と
き
に
添
付
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
源
泉
徴
収
票
を
紛
失
さ

れ
た
場
合
は
再
交
付
が
で
き
ま
す

の
で
、
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る

も
の
を
お
手
元
に
お
い
て
、
お
近
く

の
年
金
事
務
所
や
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
障
害
年
金
・
遺
族
年
金

は
非
課
税
所
得
で
あ
る
た
め
、
源

泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
問

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
‐
05
‐
１
１
６
５

自
動
車
の
登
録
や
申
告
を
お
忘
れ

で
は
な
い
で
す
か
？

〜
３
月
31
日
ま
で
に
運
輸
支
局
へ

登
録
を
！
〜

　

自
動
車
税
種
別
割
は
、
毎
年
４
月

１
日
（
午
前
０
時
）
現
在
で
運
輸
支

局
に
登
録
さ
れ
た
名
義
上
の
所
有

者
（
割
賦
販
売
に
よ
る
購
入
の
場
合

は
使
用
者
）
が
、
５
月
末
日
ま
で
に

納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
自
動
車
税
種
別
割
ト
ラ
ブ
ル

　

防
止
３
ヵ
条

そ
の
１
：

　

抹
消
等
の
手
続
は
、
３
月
31
日

　

（
木
）
ま
で
に
運
輸
支
局
で
行

　

い
ま
し
ょ
う
。

そ
の
２
：

　

転
居
し
た
ら
、車
検
証
の
住
所
変
更

　

を
運
輸
支
局
で
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
３
：

　

納
税
証
明
書
は
車
検
証
と
い
っ

　

し
ょ
に
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

※
登
録
手
続
を
依
頼
し
た
場
合
は
、

　

登
録
が
済
ん
で
い
る
こ
と
を
依

　

頼
先
に
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問

○
自
動
車
の
登
録
に
つ
い
て

 

・
東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

　

福
島
市
吉
倉
字
吉
田
54

　

☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
１
５

 

・
い
わ
き
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

　

い
わ
き
市
内
郷
綴
町
舟
場
１

‐

　

１
３
５

　

☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
１
６

暮
ら
し

テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
ク
イ

ズ
チ
ー
ム
は
三
春
に
つ
い
て
、
ド

リ
ー
ム
チ
ー
ム
は
自
分
の
夢
に
つ

い
て
話
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の

作
っ
た
資
料
が
、
ラ
イ
ス
レ
イ
ク

高
校
の
授
業
の
中
で
実
際
に
使
わ

れ
る
こ
と
を
聞
い
て
す
ご
く
嬉
し

く
な
り
ま
し
た
。

Ｈ
・
Ｍ
さ
ん

　

初
め
て
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
て
、
私
は
多
く
の
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。 

例
え
ば
、初
め
て
会
っ

た
人
に
勇
気
を
出
し
て
話
し
か
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ミ
ニ
ュ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
身
に
付
き
ま

し
た
！

  

他
に
も
、
英
語
で
会
話
を
す
る

と
き
に
、
間
違
え
る
こ
と
は
失

敗
で
は
な
く
、
伝
え
た
い
気
持
ち

が
大
切
で
あ
る
こ
と
も
学
び
ま
し

た
！

  

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
、
今
後
の

生
活
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

税　

金

年　

金

ライスレイク市国際交流協会の

方々へのプレゼンのようす
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暮
ら
し

税　

金

年　

金

さ
く
ら
湖
自
然
環
境

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
１

〜
20
年
を
振
り
返
る
、
そ
し
て
次

の
ス
テ
ッ
プ
へ
〜

　

三
春
町
を
含
め
た
三
春
ダ
ム
流

域
の
市
町
や
三
春
ダ
ム
管
理
所
で

は
、
小
中
学
生
を
含
む
地
域
住
民

が
さ
く
ら
湖
の
環
境
に
つ
い
て
認

識
を
深
め
、
環
境
を
と
お
し
て
関

係
地
域
の
自
立
的
・
持
続
的
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
基
本
理
念
に
、

『
さ
く
ら
湖
自
然
環
境
フ
ォ
ー
ラ

ム
』
を
平
成
12
年
（
２
０
０
０
年
）

か
ら
毎
年
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

22
回
目
の
今
回
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信

で
開
催
し
ま
す
。
さ
く
ら
湖
の
自

然
環
境
や
自
然
環
境
を
活
用
し
た

地
域
の
持
続
的
な
発
展
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
ど
な
た
で

も
参
加
可
能
で
す
が
、
事
前
登
録

が
必
要
で
す
の
で
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
開
催
日
時

　

２
月
19
日
（
土
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

○
開
催
方
法

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
ウ
ェ

　

ビ
ナ
ー
、
三
春
交
流
館
「
ま
ほ

　

ら
」
よ
り
配
信
）

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

h
ttp

s://zo
o
m
.u
s/w

eb
in
ar/

　

r
e
g
is
te

r
/
W
N
_
m
k
D
q
-

　

LO
fSLu

-4
n
u
Lp
2
-h
tQ

フ
ォ
ー
ラ
ム
内
容

（
１
）
研
究
発
表

　

さ
く
ら
湖
の
自
然
環
境
の
変
遷

　

応
用
生
態
工
学
研
究
所

　

沖
津
二
朗
氏

　

さ
く
ら
湖
に
お
け
る
最
近
の
生

　

態
学
術
研
究

　

（
一
財
）
水
源
地
環
境
セ
ン
タ
ー

　

大
杉
奉
功
氏

（
２
）「
さ
く
ら
湖
の
生
態
系
を　

　
　

テ
ー
マ
に
し
た
研
究
報
告
」

　

県
立
田
村
高
等
学
校
１
年
生
夢

　

ゼ
ミ

（
３
）
基
調
講
演

　

環
境
省
自
然
環
境
局
自
然
環
境

　

計
画
課

　

保
全
再
生
調
整
官
兼
課
長
補
佐

　

羽
井
佐
幸
宏
氏

　

「
自
然
環
境
を
活
用
し
た
地
域

　

の
持
続
的
な
発
展
に
つ
い
て
」

▼
問

　

さ
く
ら
湖
自
然
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

実
行
委
員
会
事
務
局
（
三
春
町

　

生
涯
学
習
課
）

　

☎
62
‐
３
８
３
７

第
38
回
「
女
性
一
日
な
ん
で
も

相
談
所
」
開
設

　

女
性
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
に

つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

相
談
は
人
権
擁
護
委
員
お
よ
び

弁
護
士
、
郡
山
市
役
所
職
員
、
法

務
局
職
員
が
応
じ
ま
す
。
予
約
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

男
性
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

○
日
時

　

２
月
６
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
か
ら

　

午
後
３
時
30
分
ま
で

○
場
所

　

郡
山
市
駅
前
二
丁
目
11
番
１
号

　

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
会
議
室

　

（
ビ
ッ
グ
ア
イ
７
階
）

○
相
談
内
容

　

家
庭
内
の
問
題
（
結
婚
・
離
婚
、

　

夫
婦
・
親
子
関
係
、扶
養
、Ｄ
Ｖ
等
）

　

セ
ク
ハ
ラ
、
い
じ
め
、
隣
近
所

　

の
も
め
ご
と
、
借
地
借
家
、
相

　

続
等

▼
問

　

福
島
地
方
法
務
局
郡
山
支
局

　

☎
０
２
４
‐
９
６
２
‐
４
５
０
０

農
家
経
営
安
定
資
金
「
燃
油
等

購
入
資
金
」
の
融
通
に
つ
い
て

　

福
島
県
で
は
、
原
油
価
格
の
高
騰

に
伴
う
農
業
用
燃
油
価
格
の
上
昇
に

よ
り
、
農
業
経
営
に
影
響
を
受
け
て

い
る
農
業
者
等
お
よ
び
燃
油
使
用

量
削
減
の
た
め
園
芸
施
設
被
覆
材

を
購
入
す
る
農
業
者
等
の
農
業
経

営
の
維
持
安
定
を
図
る
た
め
、
農
家

経
営
安
定
資
金
を
融
通
し
ま
す
。

○
貸
付
対
象
者

　

（
暖
房
用
燃
油
購
入
費
）
原
油
価

　

格
の
高
騰
に
伴
う
Ａ
重
油
等
農

　

業
用
燃
料
価
格
の
上
昇
に
よ
り

　

農
業
経
営
に
影
響
を
受
け
て
い
る

　

農
業
者
等

　

（
園
芸
施
設
の
被
覆
材
購
入
費
）

　

農
業
者
等

○
資
金
使
途

　

施
設
栽
培
に
要
す
る
暖
房
用
燃

油
お
よ
び
園
芸
施
設
の
被
覆
材
を

購
入
す
る
た
め
に
必
要
と
す
る
資
金

○
貸
付
限
度
額

　

３
０
０
万
円
以
内
な
お
、
暖
房
用

　

燃
油
購
入
費
の
場
合
、
貸
付
限
度

　

額
以
内
で
あ
れ
ば
複
数
貸
付
可

○
償
還
期
限

　

３
年
以
内（
う
ち
据
置
１
年
以
内
）

○
貸
付
利
率

　

０
．
３
％
以
内
（
Ｊ
Ａ
取
扱
い

　

の
場
合
は
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
福
島

　

の
利
子
助
成
に
よ
り
無
利
子
）

○
申
込
期
限

　

３
月
18
日
（
金
）
ま
で

○
取
扱
融
資
機
関

　

県
内
各
農
協
、
東
邦
銀
行
、
福

　

島
銀
行
、
大
東
銀
行
、
福
島
・

　

二
本
松
・
郡
山
・
須
賀
川
・
会

　

津
の
各
信
用
金
庫

▼
問

　

福
島
県
農
業
経
済
課
金
融
共
済

　

☎
０
２
４
‐
５
２
１
‐
７
３
４
９
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農
家
経
営
安
定
資
金
「
令
和
３
年

度
稲
作
経
営
安
定
資
金
」
の
融
通

に
つ
い
て

　

福
島
県
で
は
、
令
和
３
年
産
米

の
米
価
下
落
に
よ
り
農
業
経
営
に
影

響
を
受
け
た
農
業
者
等
に
対
し
て
、

そ
の
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
農

家
経
営
安
定
資
金
を
融
通
し
ま
す
。

○
貸
付
対
象
者

　

令
和
３
年
産
米
の
米
価
下
落
に

　

伴
う
収
入
減
少
に
よ
り
、
農
業

　

経
営
に
影
響
を
受
け
た
農
業
者

　

等

　

（
個
人
、
団
体
・
法
人
）

○
資
金
使
途

　

営
農
の
た
め
に
必
要
と
す
る
資
金

　

の
う
ち
、
米
か
ら
の
収
入
減
少
に

　

よ
り
不
足
す
る
も
の

　

（
「
営
農
の
た
め
に
必
要
と
す
る
資

　

金
」
に
は
、
収
入
保
険
の
保
険
料

　

等
お
よ
び
農
業
共
済
の
共
済
掛

　

金
等
を
含
む
）

○
貸
付
限
度
額

　

【
個
人
】

　

３
０
０
万
円
以
内

　

【
団
体
・
法
人
】

　

５
０
０
万
円
以
内

　

（
米
価
下
落
に
伴
う
収
入
減
少
の

　

範
囲
内
）

○
償
還
期
限

　

３
年
以
内

　

（
う
ち
据
置
１
年
以
内
）

○
貸
付
利
率

　

０
．
２
％
以
内
（
Ｊ
Ａ
取
扱
い

　

の
場
合
は
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
福
島
の

　

利
子
助
成
に
よ
り
無
利
子
）

○
申
込
期
限

　

３
月
11
日
（
金
）
ま
で

○
取
扱
融
資
機
関

　

県
内
各
農
協
（
福
島
さ
く
ら
な

　

ど
）、
東
邦
銀
行
、
福
島
銀
行
、

　

大
東
銀
行
、
福
島
・
二
本
松
・

　

郡
山
・
須
賀
川
・
会
津
の
各
信

　

用
金
庫

▼
問

　

福
島
県　

農
業
経
済
課

　

金
融
共
済
担
当

　

☎
０
２
４
‐
５
２
１
‐
７
３
４
９

水
道
管
の
凍
結
防
止
対
策
を
忘
れ

ず
に

　

気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
、
水

道
管
の
凍
結
が
起
こ
り
や
す
く
な

り
ま
す
。

　

水
道
管
が
凍
結
す
る
と
水
が
出

な
く
な
っ
た
り
、
管
が
破
損
し
て

修
繕
料
や
漏
水
に
よ
り
水
道
代
が

高
額
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
水
道
管
の
防
寒
対
策
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

○
凍
結
し
や
す
い
水
道
管

　

・
北
向
き
の
日
陰
や
風
あ
た
り

　
　

が
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る

　

・
建
物
の
外
壁
な
ど
に
露
出
し

　
　

て
い
る

　

・
旅
行
な
ど
で
長
期
間
、
家
を

　
　

留
守
に
す
る

○
凍
結
を
防
ぐ
に
は

　

・
水
道
管
に
保
温
材
を
巻
き
付

　
　

け
る

　

・
水
抜
き
栓
を
操
作
し
て
あ
ら

　
　

か
じ
め
排
水
し
て
お
く

○
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら

　

凍
結
し
た
と
こ
ろ
に
タ
オ
ル
な

　

ど
を
巻
き
付
け
そ
の
上
か
ら
ぬ

　

る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け
て
く

　

だ
さ
い
。
熱
湯
を
か
け
る
と
、

　

水
道
管
が
破
裂
す
る
恐
れ
が
あ

　

り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
水
道
管
が
破
裂
し
た
ら

　

町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

　

に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

企
業
局　

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
５
０
０

文
化
財
フ
ォ
ー
ラ
ム「
三
春
の
民
俗

芸
能
」
を
開
催
し
ま
す

　

三
春
町
に
は
、
盆
踊
り
や
獅
子

舞
、
太
々
神
楽
と
い
っ
た
民
俗

芸
能
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
地
域
の
誇
り
と
し
て
の
伝

統
を
伝
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
核
と
も
な
っ

て
い
ま
す
が
、
昨
今
の
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
続

け
て
い
く
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、
民
俗
芸
能
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
文
化
財

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
三
春
の
民
俗
芸
能
」

を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、
三
春

に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
の
概
要
の
解

説
と
、
各
保
存
団
体
や
町
文
化
財

保
護
審
議
会
、
さ
ら
に
来
場
さ
れ

た
方
々
に
よ
る
意
見
交
換
を
行
い

　

新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
他
の
新
着
本
の
リ
ス
ト

は
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
図
書
館
で
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

今月のおすすめ本

『ひめさま！ぞうはすごく
おおきいでござる』

丸山誠司／作　光村教育図書

『最終結論「発酵食品」の奇跡』

小泉武夫／著　文藝春秋

「ぞう」が来るのを待っている、

おひめさま。忍者たちが、様子

を見てきて知らせます。でも、い

ろいろな地方の言葉なので、よ

くわかりません。話しを聞いて、

おひめさまが描いたのは、どん

な「ぞう」かな。

著者が発酵学・醸造学の研究

生活で、実際に食べた様々な

国や地域の発酵食品から、思

い入れの深い食品を選んだラ

イフワークの完結編。著者は、

田村郡小野町出身、田村高校

卒、東京農業大学名誉教授。

マ
ン
モ
ス
の
抜
け
殻
（
相
場
英
雄
）
／
六
人
の
嘘
つ
き
な
大
学
生
（
浅

倉
秋
成
）
／
能
面
鬼
（
五
十
嵐
貴
久
）
／
チ
ン
ギ
ス
紀
12
（
北
方
謙

三
）
／
失
わ
れ
た
岬
（
篠
田
節
子
）
／
真
・
慶
安
太
平
記
（
真
保
裕
一
）

／
滅
私
（
羽
田
圭
介
）
／
黄
金
旅
程
（
馳
星
周
）
／
や
ま
の
め
の
六
人
（
原

浩
）
／
山
亭
ミ
ア
キ
ス
（
古
内
一
絵
）
／
毎
日
世
界
が
生
き
づ
ら
い

（
宮
西
真
冬
）
／
ペ
ー
パ
ー
ム
ー
ビ
ー
（
内
田
也
哉
子
）
／
田
辺
聖
子

十
八
歳
の
日
の
記
録
（
田
辺
聖
子
）
／
自
由
研
究
に
は
向
か
な
い
殺

人
（
ホ
リ
ー
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン　

服
部
京
子
訳
）
／
少
女
と
少
年
と
海

の
物
語
（
ク
リ
ス
・
ヴ
ィ
ッ
ク　

杉
田
七
重
訳
）

『ひめさま！ぞうはすごく 読
み
物
・
文
芸

※新着コーナーには２月３日（木）に並びます。

▼問　町民図書館　☎ 62-3375　FAX61-1026
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暮
ら
し

河野広中の生涯　その 2　少年時代の広中

　今から173 年前の嘉永 2年（1849）7月7日に、河野広中は誕生しました。その晩、天井裏でイタチがしきりに

「キチキチ」と鳴いたので、父・広可が吉祥として「大吉」と名付けました。

　大吉少年は、三国志や太閤記、八犬伝などの軍書本を読みふけりました。中でも織田信長と犬塚信乃に強く惹

かれたため、2人の「信」をとって「信次郎」と自称し、実直な性格だが、自由奔放なガキ大将に育ちました。

　そして、7歳の時、父の葬儀に集まった親戚から、菅谷村（滝根町）の鬼穴に悪鬼がいると聞きました。そこで、

鬼退治のために金棒が欲しいと母と兄に嘆願し、その後、鍛冶屋で「いつかこれを鍛錬しなさい」と鉄棒をもらっ

たので、喜んで家に帰って、鬼退治の夢を語ったといいます。

　また、11歳で祖母を亡くすと、その冥福を祈るため自ら僧侶になりたいと、菩提寺の紫雲寺で持って行った小刀

で髪を切りましたが、寺僧の諫めや母と兄・広胖の説得で、思いとどまりました。

　その後、母と兄は大吉を商人にするため、二本松の商家に奉公に出しますが、商人は自分が志すものではない

と悟った大吉は、2年あまりで三春へ逃げ帰りました。母と兄はその志を認め、責めることはなかったといいます。

　三春に帰った大吉は、大町裏の桜川向いの修験・来光院の住職で、儒学者の川前紫渓に師事しました。中国の

古典に通じた紫渓は、大吉の将来を見込んで教え諭し、「広中」という名を与えました。

また、紫渓から尊王思想の薫陶を受けた広中は、慶応 2年（1866）に同志と水戸

へ赴こうとしますが、紫渓が『神風当節録』という書を広中に与えて留めたといいます。

　そして、水戸藩の天狗党の乱後、その残党の野口友太郎と西丸帯刀兄弟が三春

に入り、広中の姉が嫁いだ舟田家に潜伏したため、広胖・広中兄弟も交流しました。

野口兄弟が水戸へ発つと、同志である久貝破門から水戸の救援に誘われます。しか

し、広中が砥ぎに出していた刀の仕上がりを待ったため、久貝は広中より一日早く

三春を発ち、同志と共に各地を転戦し、関宿で進退を断たれて自害しました。一日

遅れた広中は、同志と合流できず、空しく三春へ帰ったといいます。

　この事件について、河野広中の公式の半生記である『河野磐州伝』では慶応 4

年の戊辰戦争初期としていますが、久貝は天狗党の乱で死亡していることから、万

治元年（1864）、広中15歳の時です。

　当時の広中は、仲間が2尺の刀を差せば3尺、3尺の刀を差せば3尺3寸と、

少しでも長い刀を志向し、そのこだわりは尋常ではなかったといいます。

長い刀を差した少年時代の広中

ま
す
。
民
俗
芸
能
に
つ
い
て
興
味

の
あ
る
方
は
、
事
前
に
申
し
込
み

の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

２
月
27
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

○
場
所

　

三
春
交
流
館
ま
ほ
ら
ホ
ワ
イ
エ

○
定
員　

50
名

▼
問
・
申
込

　

歴
史
民
俗
資
料
館

　

☎
62
‐
５
２
６
３

役
場
２
階
「
桜
ホ
ー
ル
」
内
に

図
書
館
郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
開
設
！

　

こ
の
た
び
、
役
場
庁
舎
２
階
「
桜

ホ
ー
ル
」
に
あ
る
三
春
町
民
図
書

館
出
張
コ
ー
ナ
ー
の
一
角
に
『
郷

土
資
料
コ
ー
ナ
ー
』
を
設
け
ま
し

た
。
三
春
町
史
な
ど
、
三
春
町
に

関
す
る
資
料
を
配
置
し
ま
し
た
の

で
、
町
の
調
べ
物
に
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
な
お
、
「
郷
土
資
料
」
は
、

桜
ホ
ー
ル
内
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

生
涯
学
習
課　

町
民
図
書
館

　

☎
62
‐
３
３
７
５

郷土資料コーナー展示

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
の

お
願
い

ス
プ
レ
ー
缶
は
「
有
害
ご
み
」で
す

　

燃
え
な
い
ご
み
の
袋
に
ス
プ

レ
ー
缶
等
の
有
害
ご
み
が
混
入
し

て
い
る
物
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
「
ス
プ
レ
ー
缶
」
、
「
カ
セ
ッ

ト
ガ
ス
ボ
ン
ベ
」
、
「
使
い
捨
て
ラ

イ
タ
ー
」
等
は
「
有
害
ご
み
」
と

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
袋
に
混
入
し
て
い
る
と
、
中

に
残
っ
て
い
る
ガ
ス
が
他
の
物
に
引

火
し
、
ご
み
収
集
車
が
火
災
に
な

る
恐
れ
が
あ
り
非
常
に
危
険
で
す
。

ガ
ス
を
使
い
切
っ
て
、
黒
の
コ
ン
テ

ナ
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
分
別
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問

　

住
民
課　

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
４
７

〇×



24
広報みはる
令和４年2月号

広報みはる
令和４年 2月号

た
き
火
か
ら
の
出
火
防
止

　

た
き
火
と

火
災
は
紙
一

重
で
す
。

　

風
が
強
く

空
気
が
乾
燥

し
て
い
る
こ

の

時

季

は
、

特
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

○
風
の
強
い
日
は
行
わ
な
い

○
必
ず
消
火
の
準
備
を
す
る

○
完
全
に
消
え
る
ま
で
そ
の
場
を

　

離
れ
な
い

住
宅
火
災
で
の
逃
げ
遅
れ
防
止

　

逃
げ
遅
れ

を
防
ぎ
、
命

を

守

る

た

め
、
日
ご
ろ

か
ら
次
の
対

策
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
正
し
く

　

設
置
し
、
定
期
的
に
点
検
し
ま

　

し
ょ
う

○
カ
ー
テ
ン
や
寝
具
な
ど
に
防
炎

　

製
品
を
使
用
し
ま
し
ょ
う

○
消
火
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

○
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
協
力
体
制

　

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

▼
問

　

郡
山
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
０
２
４
‐
９
２
３
‐
８
１
７
２

家
庭
用
廃
食
油
の
回
収
に
つ
い
て

　

町
で
は
家
庭
か
ら
出
た
廃
食
油

の
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
集

め
ら
れ
た
廃
食
油
は
、
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
や
Ｅ
Ｍ
せ
っ
け

ん
と
い
っ
た
も
の
に
活
用
さ
れ
、

地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
に
役
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

油
の
回
収
場
所
は
、
三
春
町
役

場
（
さ
わ
や
か
ト
イ
レ
前
）
と

岩
江
セ
ン
タ
ー
の
２
箇
所
で
回
収

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
る
際
の

注
意
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

・
空
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
て

　

 

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

※
油
の
入
っ
て
い
る
プ
ラ
容
器 

　
　

や
び
ん
等
は
蓋
が
き
ち
ん
と

　
　

閉
ま
ら
ず
、
開
い
て
し
ま
う

　
　

恐
れ
が
あ
る
た
め
、
使
用
し

　
　

な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
油
を
固
め
る
薬
剤
等
を
使
用
せ

　

ず
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
油
を
固
め
て
し
ま
う
と
リ
サ

　
　

イ
ク
ル
出
来
ず
に
、
ご
み
と

　
　

し
て
処
分
す
る
よ
う
に
な
っ

　
　

て
し
ま
い
ま
す
。

　

温
暖
化
防
止
の
対
策
と
し
て
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

住
民
課　

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
４
７

婚
活
し
ま
せ
ん
か
？
オ
ン
ラ
イ
ン

ｄ
ｅ
三
春
ｋ
ｏ
ｎ
（
み
ー
こ
ん
）

参
加
者
大
募
集
！
！

　

今
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
）
で
開
催
し
ま
す
! !
面
と
向

か
っ
て
は
少
し
恥
ず
か
し
い
、
ま

ず
は
自
分
の
ペ
ー
ス
で
お
話
し
て

み
た
い
、
と
い
う
方
も
オ
ン
ラ
イ

ン
だ
と
気
持
ち
が
軽
く
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
機
械
が
苦

手
な
方
に
も
素
敵
な
出
会
い
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
！
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
! !

○
日
時

　

２
月
19
日
（
土
）

　

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

　

（
受
付
：
午
後
１
時
30
分
）

○
内
容

　

自
己
紹
介
や
フ
リ
ー
ト
ー
ク
、

　

マ
ッ
チ
ン
グ
等

○
参
加
資
格

　

男
性
：
三
春
町
在
住
、
勤
務
地

　

が
三
春
町
内
、
ま
た
は
実
家
が

　

三
春
町
に
あ
る
独
身
の
方

　

女
性
：
独
身
の
方
（
居
住
地
は

　

問
い
ま
せ
ん
）

※
年
齢
は
、
男
性
・
女
性
と
も
に

　

20
代
か
ら
40
代
ま
で

○
定
員　

男
女
各
25
名
程
度

※
先
着
申
込
、
定
員
に
な
り
次
第

　

締
切

○
参
加
費

　

男
性
・
女
性
と
も
に
無
料

○
申
込
締
切　

２
月
12
日
（
土
）

○
主
催　

三
春
町
役
場

○
参
加
条
件

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
る

　

場
所
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

参
加
の
た
め
の
機
器
（
Ｐ
Ｃ
、

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ

　

ト
等
）
は
各
自
で
ご
準
備
く
だ

　

さ
い
。

　

通
信
費
は
自
己
負
担
と
な
り
ま

　

す
。

　

周
り
の
音
声
が
届
き
に
く
い
場

　

所
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
（
会

　

話
に
支
障
が
な
け
れ
ば
構
い
ま

　

せ
ん
。
）

　

※
場
所
の
確
保
が
難
し
い
方
は

　
　

事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

　
　

い
。

▼
問
・
申
込

　

三
春
ｋ
ｏ
ｎ
事
務
局

　

（
（
株
）
コ
ス
モ
ア
ト
リ
エ
Ｈ
Ｄ

　

内
）　

　

☎
０
２
４
‐
９
２
３
‐
７
２
０
８

　

℻
０
２
４
‐
９
２
２
‐
９
９
３
５

　

メ
ー
ル
：

　

m
ikon

@
cosm

o-a.co.jp

　

（
月
〜
金　

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
５
時
30
分
）

申込フォーム

令
和
４
年
度
明
徳
大
学
入
学
生
募
集

　

明

徳

大

学

（
中
央
高
齢
者

学
級
）
の
令
和

４
年
度
入
学
生

を
募
集
し
ま
す
。

　

明
徳
大
学
は

２
年
間
を
通
じ

て
、
防
犯
や
交

通
安
全
・
郷
土

理
解
・
福
祉
制
度
や
健
康
づ
く
り
な

ど
の
様
々
な
学
習
を
通
じ
て
得
た
知

識
を
も
と
に
、こ
れ
か
ら
の
地
域
づ

く
り
や
町
づ
く
り
を
担
え
る
人
材
の

育
成
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

入
学
を
希
望
す
る
方
は
、
ぜ
ひ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
対
象

　

三
春
町
内
に
住
所
を
有
す
る
満

　

60
歳
以
上
の
健
康
で
学
習
意
欲

　

の
あ
る
方
。

○
募
集
人
数　

若
干
名

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
の

　

上
、
入
学
者
を
決
定
し
ま
す
。

○
申
込
方
法

　

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
窓
口

　

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必

　

要
事
項
を
記
入
し
、
押
印
の
上

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
限　

２
月
25
日
（
金
）

▼
問
・
申
込

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
内

　

☎
62
‐
３
８
３
７

募　

集

学習会のようす
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第
６
回
愛
姫
行
列　

参
加
者
募
集

　

三
春
の
春
は
、
愛
姫
行
列
が
「
お

も
て
な
し
」
の
始
ま
り
で
す
。

○
日
時

　

４
月
９
日
（
土
）
※ 

雨
天
順
延

　

午
前
11
時 

〜 
午
後
０
時
30
分

○
参
加
者
資
格

　

小
学
３
年
生
か
ら
25
歳
位
ま
で

　

【
申
込
先
着
20
名　

定
員
に
な

　

り
次
第
締
切
】

○
衣
装　

衣
装
は
自
前
で
準
備

　

【
七
五
三
や
成
人
式
の
振
袖
な

　

ど
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
】

○
参
加
費　

１
人
当
た
り
千
円

　

（
写
真
代
・
弁
当
代
・
保
険
代
含
む
）

○
申
込
方
法

　

三
春
町
商
工
会
に
お
電
話
に
て

　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

【
申
込
用
紙
を
準
備
し
て
い
ま
す
】

　

・
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
は

　
　

お
休
み
で
す
。

　

・
申
込
時
間
は
、

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

・
申
込
期
間
は
、
２
月
末
日
ま
で

　

※
お
申
込
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

　
　

後
日
詳
細
の
連
絡
を
し
ま
す
。

○
主
催

　

お
城
山
ま
つ
り
実
行
委
員
会

▼
問

　

三
春
町
商
工
会

　

☎
62
‐
３
５
２
３

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　

感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止
等

　

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

町
営
住
宅（
公
営
住
宅
）入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
（
公
営
住
宅
）
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

家
賃
は
、
町
営
住
宅
入
居
資
格

所
得
基
準
に
よ
り
ま
す
。

　

敷
金
は
、
家
賃
の
３
か
月
分
で

す
。
入
居
の
際
は
連
帯
保
証
人
が

必
要
で
す
。

　

家
賃
と
は
別
に
、
駐
車
場
使
用

料
、
共
益
費
、
組
費
な
ど
は
入
居

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

○
募
集
す
る
団
地　

公
営
住
宅

※
駐
車
場
使
用
料
は

　

２
，
０
０
０
円
／
月

駅南ヶ丘団地　55号棟
（中耐4階建・S55年）

所在地：八島台五丁目1-3
家賃：14,500円～28,600円

3DK 無
1戸

（2階 211号室）

駅南ヶ丘団地　57号棟
（中耐4階建・S57年）

所在地：八島台五丁目1-3
家賃：15,000円～29,500円

3DK 無
1戸

（4階 406号室）

かつぎばし団地　北棟
（中耐4階建・S63年）

所在地：平沢字担橋91-5
家賃：14,200円～27,900円

2LDK 有
1戸

（3階 307号室）

かつぎばし団地　南棟
（中耐4階建・H元年）

所在地：担橋一丁目5-4
家賃：15,700円～31,000円

2LDK 有
1戸

（3階 221号室）

団地名/構造・建築年 所在地・家賃 間取り 募集戸数駐車場

○
入
居
資
格

⑴
同
居
す
る
親
族
（
婚
約
者
・
内

　

縁
を
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。
（
単

　

身
で
申
込
で
き
る
例
外
有
り
）

⑵
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

　

明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

⑶
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
国
民

　

健
康
保
険
税
、
軽
自
動
車
税
を

　

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

⑷
世
帯
の
所
得
額
が
基
準
内
で
あ

　

る
こ
と
。

 

・
公
営
住
宅

　

（
ア
）
一
般
世
帯　

月
額
所
得
が

　
　
　
　

１
５
８
，０
０
０
円
以
下

　

（
イ
）
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
小

　
　
　

  

学
校
就
学
前
の
子
供
が

　
　
　

  

い
る
世
帯　

月
額
所
得
が

　
　
　

  

２
１
４
，０
０
０
円
以
下

⑸
入
居
申
込
者
お
よ
び
同
居
し
よ

　

う
と
す
る
親
族
が
暴
力
団
員
で

　

な
い
こ
と
。

○
注
意
事
項

⑴
住
宅
等
を
所
有
し
て
い
る
方
は

　

原
則
申
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

⑵
離
婚
が
成
立
し
て
い
な
い
配
偶

　

者
と
別
居
し
て
の
申
込
は
原
則

　

認
め
て
い
ま
せ
ん
。

⑶
単
身
赴
任
に
よ
る
別
居
は
住
宅

　

に
困
窮
し
て
い
る
と
は
言
え
な

　

い
た
め
申
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

○
申
込
方
法

　

三
春
町
役
場
建
設
課
建
築
グ

　

ル
ー
プ
に
備
え
付
け
の
申
込
書

　

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
や
電
話
で
の
申
込
や
申
込

　

物
件
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

入
会
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

入
会
に
関
す
る
説
明
会
を
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
会
は
随
時
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。

○
日
時

　

２
月
16
日
（
水
）

　

午
前
10
時
か
ら
（
１
時
間
程
度
）

○
場
所

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

○
入
会
資
格

　

三
春
町
に
在
住
で
、
60
歳
以
上

　

の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

　

な
ら
ど
な
た
で
も
加
入
い
た
だ

　

け
ま
す
。

○
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
扱

　

う
仕
事
（
例
）

　

施
設
の
清
掃
管
理
、
除
草
、
墓

　

地
清
掃
、
障
子
・
網
戸
の
張
替

　

え
、
手
工
芸
品
（
竹
細
工
、
木

　

工
品
、
手
芸
品
）
の
制
作
販
売

　

な
ど

▼
問

　

三
春
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

三
春
町
字
南
町
21
‐
１

　

☎
62
‐
７
３
０
８

○
申
込
期
間

　

２
月
14
日
（
月
）
〜
18
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

　

ま
で

○
提
出
書
類

　

入
居
申
込
書
に
添
付
す
る
書
類

　

は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑴
最
新
の
所
得
証
明
書
（
マ
イ
ナ

　

ン
バ
ー
の
記
入
に
よ
っ
て
省
略

　

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

⑵
市
町
村
税
を
完
納
し
て
い
る
こ

　

と
を
証
す
る
書
類
（
市
町
村
長

　

等
が
発
行
す
る
納
税
証
明
書
）

⑶
入
居
者
全
員
の
住
民
票

○
選
考
方
法

　

入
居
の
申
込
を
受
理
し
た
件
数

　

が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合
に

　

つ
い
て
は
、
町
営
住
宅
入
居
者

　

選
考
委
員
会
を
開
催
し
、
入
居

　

者
を
決
定
し
ま
す
。

○
入
居
予
定
時
期

　

令
和
４
年
３
月
中
旬

▼
問
・
申
込

　

建
設
課　

建
築
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
１
３

募　

集
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三
春
町
国
民
健
康
保
険
医
療
費
通
知

に
つ
い
て

　

三
春
町
で
は
、
年
に
６
回
、
国

民
健
康
保
険
医
療
費
通
知
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
11
月
か

ら
12
月
分
の
医
療
費
通
知
に
つ
い
て

は
、
診
療
費
集
計
の
都
合
に
よ
り

令
和
４
年
３
月
上
旬
の
発
送
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
に
よ
る
医
療
費
控
除

を
準
備
し
て
い
る
方
は
、
お
手
元

の
領
収
書
に
よ
り
申
告
手
続
き
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
10
月
ま
で
の

医
療
費
通
知
の
再
発
行
に
つ
き
ま

し
て
は
、
世
帯
主
ま
た
は
同
じ
世

帯
の
方
の
み
申
請
が
で
き
ま
す
。

本
人
確
認
が
で
き
る
身
分
証
明
書

（
運
転
免
許
証
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
な
ど
）
と
印
鑑
を
ご
持
参

の
上
、
役
場
住
民
課
国
保
グ
ル
ー

プ
ま
で
申
請
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
医
療
費
控
除
の
詳
細
に

関
す
る
こ
と
は
、
最
寄
り
の
税
務

署
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

住
民
課　

国
保
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
４
７

健　

康

広　

告　

欄

福島県最低賃金および特定最低賃金が次のとおり改正されました。

注１　最低賃金は、パートやアルバイトを含むすべての労働者に適用されます。

注２　特定最低賃金は、上記の５業種に該当していても、次の①から④に掲げる者については適用されません。

　　　（福島県最低賃金が適用されます。）

　　　① 18歳未満または 65歳以上の者

　　　②雇入れ後３月未満の者であって、技能習得中の者

　　　③清掃、片付けその他これらに準ずる軽易な業務に主として従事する者

　　　④①から③のほか「電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業」にあっては、

　　　　小型電動工具もしくは手工具を用いて行う穴あけやかしめ、巻線や組線、取付けまたは小物部品の

　　　　包装もしくは箱入れの業務に主として従事する者

▼問　福島労働局労働基準部賃金室　☎ 024-536-4604

　　　郡山労働基準監督署　　　　　☎ 024-922-1370

最低賃金が改正されました

仕　

事

最低賃金額（時間額） 効力発生年月日

福島県最低賃金
自動車小売業
（二輪自動車小売業（原動機付自転車を含む）を除く。）

計量器・測定器・分析機器・試験機・測量
機械器具・理化学機械器具、時計・同部品、
眼鏡製造業

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械
器具、情報通信機械器具製造業
（医療用計測器製造業（心電計製造業を除く）
を除く。）

輸送用機械器具製造業

非鉄金属製造業

828円

894円

890円

889円

856円

886円

令和３年10月 １日

令和３年12月24日

令和４年 １月13日

令和４年 １月13日

令和４年 １月13日

令和４年 １月13日

特
定
最
低
賃
金

広告欄
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令和４年 2月号

健　

康

広　

告　

欄

障
が
い
児
・
者
家
族
の
「
つ
ど
い

の
広
場
」
開
催

〜
同
じ
悩
み
を
語
り
合
い
、
互
い

に
支
え
あ
う
場
が
ほ
し
い
〜

　

障
が
い
児
・
者
家
族
の
日
頃
の

悩
み
な
ど
を
語
り
合
う
場
と
し
て

「
つ
ど
い
の
広
場
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

○
開
催
日

　

一
回
目
／
２
月
25
日
（
金
）

　

二
回
目
／
３
月
25
日
（
金
）

○
時
間

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

○
場
所

　

の
び
っ
こ
ら
ん
ど
船
引
（
田

　

村
市
船
引
町
北
鹿
又
字
沼
ノ
下

　

１
２
１
‐
１
９
０
）

　

※
メ
ガ
ス
テ
ー
ジ
田
村
を
通
過

　
　

後
、
川
俣
方
面
に
車
で
５
分

　
　

ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

○
対
象
者

　

田
村
市
・
三
春
町
・
小
野
町
に

　

お
住
ま
い
の
方

○
参
加
費　

無
料

▼
問
・
申
込

　

田
村
地
方
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

　

タ
ー

　

☎
61
‐
５
０
５
６

２
月
１
日
は
「
フ
レ
イ
ル
の
日
」

で
す

○
フ
レ
イ
ル
と
は
？

　

加
齢
と
と
も
に
起
き
る
、
「
体

や
心
の
は
た
ら
き
、
社
会
的
つ
な

が
り
が
弱
く
な
っ
た
状
態
」
の
こ

と
を
言
い
ま
す
。
何
も
対
策
を
し

な
い
と
、
介
護
が
必
要
に
な
る
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
早
い
う

ち
か
ら
、
適
切
な
取
り
組
み
を
行

う
こ
と
で
予
防
で
き
ま
す
。

○
町
の
現
状

三
春
町
の
高
齢
化
率
は
２
０
２
０

年
時
点
で
33
．
８
％
と
、
約
３
割

が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
っ
て

い
ま
す
。
人
口
推
計
か
ら
は
、
町

の
総
人
口
は
減
少
し
ま
す
が
、
65

歳
以
上
の
人
口
割
合
は
増
加
し
、

少
子
高
齢
化
が
継
続
し
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利

用

す

る

原

因

と

な
っ
た
疾
患
の
う
ち
、

関
節
疾
患
や
骨
折
に

よ
る
運
動
器
の
障
害

と
、
生
活
不
活
発
病

と
言
わ
れ
る
廃
用
症

候
群
が
、
約
３
割
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
フ
レ
イ

ル
と
関
連
が
深
く
、

運
動
や
栄
養
、
社
会

参
加
な
ど
を
改
善
す

る
こ
と
で
、
予
防
が

で
き
ま
す
。

○
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

　

（
自
分
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し

　

ま
し
ょ
う
）

⑴
６
か
月
以
内
に
、
体
重
が
２
kg

　
以
上
減
っ
た

⑵
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
が
開
け

　

に
く
く
な
っ
た

⑶
（
こ
こ
２
週
間
）
わ
け
も
な
く

　

疲
れ
た
よ
う
な
感
じ
が
す
る

⑷
横
断
歩
道
を
、
青
信
号
の
間
に

　

渡
り
切
れ
な
い
（
歩
く
速
度
が

　

遅
く
な
っ
た
）

⑸
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
軽
い
運

　

動
や
体
操
を
週
に
１
回
も
し
て

　

い
な
い

１
つ
当
て
は
ま
る
方
…
フ
レ
イ

ル
予
防
を
意
識
し
て
生
活
し
ま

し
ょ
う

３
つ
以
上
当
て
は
ま
る
方
…
す

で
に
フ
レ
イ
ル
状
態
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す

○
フ
レ
イ
ル
の
予
防
の
３
つ
の
ポ

　

イ
ン
ト

⑴
運
動
：
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ス
ト

　

レ
ッ
チ
な
ど
、
日
常
生
活
で
続

　

け
ら
れ
る
も
の
を
取
り
入
れ
ま

　

し
ょ
う
。

⑵
食
事
：
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

　

を
３
食
し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ

　

う
。
ま
た
、
食
後
の
歯
み
が
き

　

な
ど
、
お
口
の
健
康
に
も
気
を

　

配
り
ま
し
ょ
う
。

⑶
社
会
参
加
：
仕
事
や
趣
味
、
ボ

　

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
サ
ロ
ン
へ

　

の
参
加
な
ど
、
友
人
や
家
族
と

　

話
し
た
り
、
外
と
関
わ
る
機
会

　

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て
心
配
や
不

安
の
あ
る
方
、
チ
ェ
ッ
ク
の
結

果
フ
レ
イ
ル
状
態
に
あ
る
方

は
、
保
健
福
祉
課
で
相
談
で
き

ま
す
。
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

保
健
福
祉
課

　

地
域
ケ
ア
推
進
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
５
１
１
０

　

℻
62
‐
０
２
０
２

仕　

事

広告欄
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広　

告　

欄

５つの健康習慣でがんになるリスクを減らしましょう！

１．禁煙する

　○タバコは吸わない

　　タバコを吸う人は吸わない人に比べて、がんになるリスクが約 1.5 倍高まります。

　　禁煙外来を利用する等、この機会にぜひ卒煙しましょう！

　○他人のタバコの煙を避ける

　　受動喫煙でも肺がんや乳がんのリスクは高くなります。

　　タバコの煙を吸わないように注意しましょう。

２．節酒する

　１日の飲酒量の目安 ( 以下のいずれかの量までにとどめましょう。）

　○日本酒 ･･･ １合　○ビール大瓶 (633 ㎖）･･･ １本　○焼酎・泡盛 ･･･ 原液で１合の 2/3

　○ウイスキー・ブランデー ･･･ ダブル１杯　○ワイン ･･･ ボトル 1/3 程度

３．食生活を見直す

　「塩分のとりすぎ」「野菜や果物をとらない」「熱すぎる飲み物や食べ物をとること」ががんの原因に

　なることがわかっています。

　○１日あたりの食塩摂取量を男性は 8.0 ｇ未満、女性は 7.0 ｇ未満

　○野菜を小鉢で５皿分と果物１皿分を毎日食べるよう心がけましょう。

４．身体を動かす

　歩行またはそれと同等以上の強度の身体活動を１日 60分行いましょう。

　＋息がはずみ汗をかく程度の運動を１週間に 60分程度行いましょう。

５．適正体重を維持する

　がんを含むすべての原因による死亡リスクは、太りすぎでも痩せすぎでも高くなります。男性は

　BMI 値 21 ～ 27、女性は BMI 値 21 ～ 25の範囲になるように体重管理。

　BMI 値＝（体重㎏）/　( 身長m)²　出典：国立研究開発法人国立がん研究センター／がん情報サービス

　
▼問　保健福祉課　保健医療グループ　☎ 62 - 5110

健康・栄養コラム

日本においては、国民の 2 人に 1人が生涯のうち

にがんに罹患すると言われています。

福島県では４人に１人ががんで亡くなっています。

福島県の主な死因別順位（R2)

　第１位　が　ん　（25.5%）

　第２位　心疾患　（15.7%）

　第３位　老　衰　（10.5%）

　出典：厚生労働省

　　　　令和 2年人口動態統計の概況
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健　

康

み
ん
な
の
掲
示
板

季節や日常会話の手話をご紹介するコーナーの第14回目は、「節分」「バレンタインデー」です。

手話と一緒に、口も大きく動かしてください。詳しくは動画をご覧ください。

「広報みはる」で紹介した手話を、三春町のホームページから動画でご覧になれます。

または、「三春町」「手話」で検索。スマートフォンでは、右のＱＲを読み取ってご覧ください。

2を上にして右手を下にし、人差し指を曲げて10
を表し、その後 4を表して 2月14日となります。

広報みはる令和 4年 1月号M-NAVI「やってみよう！手話」につきまして誤りがありました。
正しくは下記のとおりです。お詫びして訂正いたします。
誤：第12回目は、「クリスマス」「大掃除」です。➡正：第13回目は、「初詣」「餅（餅つき）」です。

次に、左胸のあたりにハートマークを作ります。

「節  分」

「バレンタインデー」

み
ん
な
の
掲
示
板

２ ４10

数字の２を左手で、３を右手で表すことで２月３日
の手話になります。

次に、節分と言いながら豆をまく様子を表します。

お詫びと
訂正

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

▼
寄
附

▽
寄
付
金（
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
）

・
三
春
町
仏
教
和
合
会

・
増
子　

忠
一（
山
田
）

▽
物
品

・
増
子　

忠
一（
山
田
）

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団

　

大
越　

瑛
子（
弓
町
）

　

國
分　

シ
ヅ
子（
新
町
）

　

齋
藤　

キ
ミ
子（
南
町
）

　

佐
久
間　

善
子（
大
町
）

　

松
本　

い
み
子（
下
舞
木
）

　

吉
田　

勝
子（
御
免
町
）

　

吉
田　

千
夏（
西
田
町
）

【
ふ
る
さ
と
三
春
町
応
援
寄
附
金
】

・
清
水　

真
希
子
（
東
京
都
渋
谷
区
）

・
橋
本　

眞
吉
（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）

・
加
藤　

正
昭（
東
京
都
足
立
区
六
町
）

・
芦
川　

洋
子（
東
京
都
江
東
区
）

・
田
中　

政
行（
三
重
県
伊
賀
市
）

・
牛
丸　

史
郎
（
福
岡
県
大
野
城
市
）

・
佐
々
木　

慎
一（
埼
玉
県
狭
山
市
）

・
志
賀　

一
郎（
福
島
県
二
本
松
市
）

・
大
河
内　

昭
広（
千
葉
県
野
田
市
）

・
戸
田　

苑
美（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

・
渡
辺　

貴
之（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

・
大
野　
　

陽（
埼
玉
県
川
口
市
）

・
船
橋　

孝
彰（
北
海
道
札
幌
市
）

・
熊
耳　

益
廣（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

▼
一
般
寄
附

▽
寄
附

・
白
岩　

寛
光（
樋
渡
）

寄
附
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

し
て
い
た
だ
い
た
方
々

（
令
和
３
年
12
月
９
日
〜　
　

令
和
４
年
１
月
８
日
）

（
敬
称
略
・
順
不
同
）
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2月の行事カレンダー

◆ カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されているページ数です。
　 各行事の詳細については、該当ページをご覧ください。

◆ 施設の休館日は16ページに掲載しています。

日 月 火 水 木 金 土

1615 17 18 19

20 21

7 98 10 11 12

13 14

2322

28

24 25 26

27

6

543２1

お誕生会

（11時30分～11時

45分・子育て支援セ

ンター）18

3～4か月児健康診査

19子育て相談日

19子育て相談日

18

3歳6か月児健康診査
18

1歳6か月児健康診査

建国記念の日

天皇誕生日

18

たのしいせいさく

（子育て支援センター）

18

18

9～10か月児健康診査

ままカフェみはる
（10時～11時30分・
保健センター）19

製本講座
（11時～ 16時・
まほら小ホール）

のびのびの日
（10時～正午・子育て
支援センター）

おはなし “あのね ”
（11時30分～・子育
て支援センター）18

こころの健康相談会
31

18

18

おやこ運動あそび
教室（10時15分～
11時30分・子育て
支援センター）

18

体育館で遊ぼう
（10時～11時・御木
沢小体育館）

18

料理教室
（9時 30分～正午・
岩江センター）

18

おりがみ教室
（9時30分～11時
30分・三春小わんぱ
くクラブ室

18

理科クラブ
（9 時～正午・三春
小わんぱくクラブ室）

31人権相談・行政相談

31心配ごと相談

心配ごと相談 31

31心配ごと相談

31心配ごと相談

18

絵本とわらべ唄
（11時～11時30分・
町民図書館）
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納期限　　　　　

人口・世帯数　　　　

2月 医療機関名 薬局名

○ 休日夜間は郡山市夜間急病センター☎024-934-5656

田村地方夜間診療所
受診する際は、事前に必ず電話をしてから受診してください
☎0247-81-2233　FAX0247-72-8841

休日診療時間 午前９時～午後６時
（医療機関によっては午前９時～午後５時）

夜間・休日のお医者さん

６日（日）

11日（金）

13日（日）

20日（日）

23日（水）

27日（日）

6日（日）

13日（日）

遠藤医院

かみや内科クリニック

3月 医療機関名 薬局名

☎72-3212

☎85-2016

 

はまだ薬局

みはる調剤薬局ときわ店

ヤナイ調剤薬局

ルビー調剤薬局

石川医院

なごみファミリークリニック

青山医院

石塚医院

秋元医院

のざわ内科クリニック

☎62-2630

☎62-2473

☎77-2015

☎72-2161

☎82-1514

☎61-1500

急病時の問い合わせ先
日曜休日夜間当番医案内
 　☎024-933-4000（自動音声、24時間対応）

福島県こども救急電話相談
　 ☎#8000（固定電話アナログ回線の場合は、☎024-521-3790）
 　受付時間：午後7時から翌朝8時まで

※新型コロナウイルス感染症の症状が疑われる場合は、

　かかりつけ医、または以下の窓口にお電話ください。

１日（火）

２日（水）

３日（木）

４日（金）

７日（月）

８日（火）

９日（水）

10日（木）

14日（月）

15日（火）

16日（水）

17日（木）

18日（金）

21日（月）

22日（火）

24日（木）

25日（金）

28日（月）

雷クリニック

清水医院

遠藤医院

石川医院

なごみファミリークリニック

かとうの内科クリニック

島貫整形外科

さとう耳鼻咽喉科クリニック

まつえ整形外科

青山医院

まつざき内科クリニック

白岩医院

まつえ整形外科

のざわ内科クリニック

矢吹医院

のざわ内科クリニック

石塚医院

船引クリニック

2月 2月当番医療機関 当番医療機関

受診・相談センター
☎０１２０－５６７－７４７
受付時間：２４時間（毎日）

マーク は、町営バスの運休日です。

町営バス運休カレンダー（2月）

【人権相談】

【行政相談】

【心配ごと相談】

【こころの健康相談会】

●●●今月の相談●●●

▼問　住民課　生活環境グループ
　　　☎ 62-2147　FAX62-5155

〇町営バスをご利用の際は、お得な回数券・定期券をご

　利用ください。

　回数券はバス車内および役場窓口、定期券は役場窓口

　でそれぞれお買い求めいただけます。

※三春の里コースのみ、年末年始を除き毎日運行して

　います。

※岩江コースは週4日（月・火・木・金）運行しています。

※スクール混乗コースおよび通勤コースを除く朝晩コー

　ス５路線は週５日（月～金）運行しています。

運休日：6・11・13・20・23・27日
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0
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№
1
1
0
7

℻

令
和
４
年 

三
春
町
成
人
式

　

１
月
９
日
、三
春
町
成
人
式
が
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
の
ま
ほ
ら
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
１
５
３
名
の
中
か
ら
総
代
の
橋
本
愛
未
さ
ん
（
沢
石
地
区
）
に
成
人
証
書
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
町
長
式
辞
の
後
、
来
賓
の
方
々
か
ら
温
か
い
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
成
人
者
を
代
表
し
て
新
田
爽
太
郎
さ
ん
（
岩
江
地
区
）
が
、
家
族
や
恩
師
、
友
人

や
地
域
の
皆
様
へ
の
感
謝
を
述
べ
、
こ
れ
ま
で
の
20
年
の
思
い
と
、
こ
れ
か
ら
の
希
望
に
つ
い

て
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
の
様
子
は
三
春
町
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
て
２
月
１
日
（
火
）
か
ら
28
日
（
月
）
ま
で
公

開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
当
日
出
席
で
き
な
か
っ
た
方
に
は
、
成
人
証
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
届
い
て
い
な
い
方
が

い
ま
し
た
ら
、
２
月
末
日
ま
で
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ　

☎
62
ー
３
８
３
７

　

新
成
人
代
表
の
橋
本
愛
未
さ
ん
（
沢
石
地
区
）
、
新
田
爽
太
郎
さ
ん
（
岩
江

地
区
）
に
成
人
式
を
迎
え
た
心
境
を
聞
い
て
み
ま
し
た
！

―
―
成
人
式
を
迎
え
た
、
今
の
心
境

橋
本
さ
ん
：
20
歳
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
ま
だ
実
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　

今
は
学
生
と
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
の
目
標
と
し
て
「
自

　
　
　
　
　

律
」
し
「
責
任
の
あ
る
行
動
」
を
身
に
つ
け
、
立
派
な
医
療
従
事

　
　
　
　
　

者
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

新
田
さ
ん
：
自
分
自
身
の
将
来
像
を
見
据
え
て
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
、
達
成

　
　
　
　
　

感
が
あ
り
ま
し
た
。
と
て
も
素
晴
ら
し
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
新
成
人
代
表
と
し
て

橋
本
さ
ん
：
１
５
３
名
を
代
表
し
て
成
人
証
書
を
受
け
取
り
、
社
会
に
出
る
た

　
　
　
　
　

め
の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
、
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
田
さ
ん
：
新
成
人
代
表
挨
拶
が
決
ま
っ
た
時
は
自
分
に
務
ま
る
か
と
て
も
不

　
　
　
　
　

安
で
し
た
が
、
自
分
の
決
意
表
明
を
公
に
す
る
こ
と
で
、
成
人
す

　
　
　
　
　

る
と
い
う
実
感
が
湧
き
、
両
親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
も
込
め
て
読

　
　
　
　
　

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総代：橋本愛未さん（沢石地区）

答辞：新田爽太郎さん（岩江地区）

成
人  

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー


